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■発行日　平成１８年４月１０日

役場の窓口業務を毎週月曜日２時間延長（１９時１５分まで）

町の人口と世帯（４月１日現在）

　　　　　総人口　　１１，６４０人    （－ １５）
　　　　　　男　　　　５，８１７人　 （－ １０）

　　　　　　女　　　　５，８２３人　 （－  ５）

　　　　　世帯数　　　３，６１０世帯 （－  １）

　　　　　　　※（　）内の数字は前月比

新しい生活に向けスタート

　３月２３日、西小学校で卒業式が行われ、６

年間の学校生活で大きく成長した子どもた

ち７１人が巣立っていきました。

広報

環境都市宣言のまち　ISO１４００１認証取得 No, ９１
2006(平成１８）年

４

　平成１８年度予算　　　　　　　　　　　　
●特集　　　　　　　　　 P２～P７

●Pick Up Meiwa　　　　　　　　　 P８～P１３
　ごみ収集指定袋の取り扱いほか
●町政INFORMATION　　　　　　　　　

●TOPICS

●まなびの掲示板

●健康・福祉
　高血圧が気になりだしたら　　　　　　　　　
●みんなの広場
●くらしの情報

　ふるさと産業文化館開館１０周年記念「NHK公開録画」

P１４～P１５

P１６～P１７

P１８～P１９

P２０～P２１

P２２～P２３
P２４～P２７

　昭和橋開通する　　　　　　　　　　

　新里パトロール隊、西小へしおり贈る　　　

　公民館まつり　　　　　　　　

　児童虐待から子どもを守ろう　　　　　　　　



（２）

  予
 算

特 集

平成１８年度

　
国
で
は
「
経
済
財
政
運
営
と
構

造
改
革
に
関
す
る
基
本
方
針
２
０

０
５
」
を
踏
ま
え
、
平
成
　
年
度

１７

に
引
き
続
き
、
従
来
の
歳
出
改
革

路
線
を
堅
持
・
強
化
す
る
た
め
、

歳
出
全
般
に
わ
た
る
徹
底
し
た
見

直
し
を
行
い
、
歳
出
の
抑
制
と
所

管
を
超
え
た
予
算
配
分
の
重
点

化
・
効
率
化
を
実
施
す
る
と
と
も

　
平
成
　
年
度
の
一
般
会
計
と
特
別
会
計
・
事
業
会
計
の
６
会
計
当
初
予
算
が
、
３

１８

月
６
日
か
ら
　
日
ま
で
開
か
れ
た
町
議
会
３
月
定
例
会
で
審
議
さ
れ
、
原
案
ど
お
り

１７

新
年
度
の
予
算
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
の
総
額
は
　
億
５
０
０
０
万
円
。
前
年
度
当
初
比
で
　
・
３
％
の
増
と

４４

２０

な
り
ま
し
た
。

　
厳
し
い
財
政
事
情
の
中
で
す
が
、
行
政
主
導
か
ら
民
間
型
予
算
を
編
成
し
、
合
理

化
・
効
率
化
を
図
っ
た
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
元
気
の
出
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き

ま
す
。
今
月
号
で
は
予
算
の
中
か
ら
主
な
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

　　　　４４億５，０００万円 

　２０．３％の増

一般会計
総　　額

昨年度当初
との比較　

合
理
化
・
効
率
化
を
図
っ
た

　
　
 元
気
な
ま
ち
づ
く
り



（３）広報めいわ　平成１８年４月１０日

　会計別予算

前年比(％）予算額事業名会計

△０．５７億８，３００万円　老人保健特別

９．６９億５，０００万円　国民健康保険

８．９６億２，２７０万円　介護保険

△１１．４８億３００万円　下水道事業

△２．６２億３，８５０万円　上水道  収益  収入事業

△１８．２２億３，７７０万円   　　　　  　支出

７３．８５，８３０万円   　　　資本  収入

△１９．０１億４，１６０万円  　　　　　  支出

に
、
基
礎
的
財
政
収
支
の
改
善
を

図
り
、
国
債
発
行
額
に
つ
い
て
も

極
力
抑
制
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

　
本
町
の
歳
入
構
造
は
、
町
税
収

入
が
平
成
　
年
度
は
増
収
が
見
込

１８

ま
れ
る
も
の
の
、
少
子
高
齢
化
の

進
展
や
人
口
減
少
社
会
の
到
来
に

よ
る
納
税
義
務
者
の
減
少
な
ど
に

よ
り
、
先
行
き
は
憂
慮
さ
れ
る
状

況
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
三
位
一

体
改
革
に
よ
る
地
方
交
付
税
の
大

幅
な
減
少
な
ど
、
全
体
と
し
て
は

非
常
に
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、
財

源
を
養
う
こ
と
に
今
ま
で
以
上
に

力
を
入
れ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　
こ
う
し
た
中
、
平
成
　
年
度
予

１８

算
は
、
第
５
次
総
合
計
画
を
踏
ま

え
な
が
ら
、
新
町
政
の
方
針
で
あ

る
「
対
話
」「
行
動
」「
信
頼
」
を

基
に
、
町
民
と
の
対
話
か
ら
情
報

を
引
き
出
し
、
新
た
な
時
代
に
生

き
残
れ
る
誰
も
が
住
み
続
け
た
い

快
適
な
明
和
町
の
実
現
に
向
け
た
、

計
画
的
、
合
理
的
で
効
率
的
な
生

活
基
盤
の
整
備
、
住
民
福
祉
の
向

上
、
環
境
対
策
、
少
子
高
齢
化
へ

の
対
応
、
地
域
活
性
化
対
策
、
産

業
の
振
興
、
教
育
・
文
化
・
健
康

づ
く
り
、
国
際
化
・
情
報
化
施
策
、

そ
し
て
活
力
あ
る
災
害
に
強
い
安

全
で
安
心
な
「
ま
ち
づ
く
り
」
に

情
熱
を
も
っ
て
実
現
す
る
も
の
と

し
て
予
算
を
編
成
し
ま
し
た
。

私たちのまちづくり

６つの

１．自然を守り生活環境の充実を図るまちづくり

２．元気で明るい快適なまちづくり

３．心豊かなきらめく教育・文化のまちづくり

４．自然と共生する住み良いまちづくり

５．活力と調和のとれた産業のまちづくり

６．活力あるひらかれた行財政のまちづくり

柱



（４）

  予
 算

特 集

平成１８年度

生
活
と
環
境

　
豊
か
な
自
然
は
町
の
財
産
で
す
。
行

政
が
主
体
と
な
っ
て
環
境
対
策
事
業
を

行
い
ま
す
が
、
住
民
一
人
ひ
と
り
に
も

環
境
対
策
・
自
然
保
護
対
策
へ
の
理
解

や
、
ご
み
の
減
量
化
、
リ
サ
イ
ク
ル
運

動
等
の
身
近
な
も
の
か
ら
積
極
的
に
参

加
す
る
よ
う
推
進
し
ま
す
。

●
ビ
オ
ト
ー
プ
事
業

　
　
　
　
　
　
　
…
…
…
２
１
０
万
円

　
西
小
学
校
の
敷
地
の
一
部
を
ビ
オ

ト
ー
プ
に
し
、
子
ど
も
た
ち
が
自
然
と

触
れ
合
う
場
と
し
て
利
用
で
き
る
よ
う

設
置
し
ま
す
。

●
交
通
対
策
費

　
　
　
　
　
…
…
…
１
，
２
９
０
万
円

　
交
通
安
全
思
想
の
普
及
や
指
導
、

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
な
ど
交
通
安
全
施
設
の

設
置
要
望
や
、
広
域
公
共
バ
ス
運
行
を

し
ま
す
。

●
防
犯
活
動
推
進
事
業

　
　
　
　
　
　
　
…
…
…
８
２
５
万
円

　
犯
罪
を
生
ま
な
い
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
、
地
域
ぐ
る
み
の
防
犯
体
制
の
確
立
、

意
識
の
高
揚
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
防

犯
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
の
一
環
と
し
て
、

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
車
を
１
台
購
入
し
、

地
域
の
防
犯
団
体
等
と
協
力
し
て
パ
ト

ロ
ー
ル
活
動
の
強
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

●
公
害
対
策
費
　
…
…
…
２
４
１
万
円

　
各
種
規
制
に
よ
る
大
気
汚
染
・
水
質

汚
濁
・
騒
音
・
振
動
・
悪
臭
等
の
公
害
の

防
止
に
努
め
ま
す
。

●
ご
み
収
集
指
定
袋
無
料
化
事
業

　
　
　
　
　
　
　
…
…
…
３
５
６
万
円

　
町
に
住
民
登
録
ま
た
は
、
外
国
人
登

録
し
て
い
る
か
た
に
、「
引
換
券
」
と
交

換
で
、
１
人
年
間
　
枚
の
ご
み
収
集
指

３０

町
で
は
「
水
と
緑
豊
か
な
活
力
あ
る
明
和
町
」
を
目
指
し
て
、
平
成
　
年
度
を
目
標

２６

と
す
る
第
５
次
総
合
計
画
に
沿
っ
て
施
策
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
目
標
の
６
部
門
別
に
、
平
成
　
年
度
に
町
が
行
う

１８

主
な
事
業
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。（
予
算
額
の
一
万
円
未
満
は
四
捨
五
入
と
し
ま

す
）

元気な華の里づくり支援事業

協働のまちづくり

ごみ収集指定袋無料化事業

自
然
を
守
り
生
活
環
境
の
充
実
を
図
る
ま
ち
づ
く
り

町長と語ろうまちづくり

中学校の体育館改築工事

施設・環境の充実を図る

第１子１０万円、第２子２０万円、第３子以降３０万円

出産祝金支給事業



（５）広報めいわ　平成１８年４月１０日

定
袋
を
配
付
し
ま
す
。

●
ご
み
減
量
化
モ
デ
ル
事
業

　
　
　
　
　
　
　
…
…
…
５
０
０
万
円

　
行
政
区
に
「
大
型
生
ご
み
処
理
機
」
を

設
置
し
て
ご
み
の
減
量
化
を
図
り
ま
す
。

●
住
宅
用
太
陽
熱
高
度
利
用
シ
ス
テ
ム

設
置
補
助
事
業

　
　
　
　
　
　
　
…
…
…
１
０
０
万
円

　
国
際
目
標
で
あ
る
二
酸
化
炭
素
削
減

に
貢
献
で
き
る
有
効
な
手
段
の
住
宅
用

太
陽
熱
高
度
利
用
シ
ス
テ
ム
設
置
費
の

補
助
を
行
い
ま
す
。

●
上
水
道
管
網
整
備
費

　
　
　
　
　
…
…
…
８
，
２
４
４
万
円

　
石
綿
セ
メ
ン
ト
管
布
設
替
お
よ
び
配

水
管
網
等
を
整
備
し
、
災
害
に
強
い
施

設
造
り
を
推
進
し
、
給
水
の
安
定
を
図

り
ま
す
。

　
住
民
の
暮
ら
し
に
関
わ
る
保
健
・
福

祉
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
関
心
は
高
く
大

変
重
要
で
す
。
少
子
高
齢
化
が
進
ん
で

い
ま
す
が
、
安
心
し
て
生
み
育
て
る
た
め

の
子
育
て
環
境
の
充
実
を
は
じ
め
高
齢

者
、
乳
幼
児
、
障
害
者
等
、
全
て
の
人
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
努
め
ま
す
。

●
出
産
祝
金
支
給
事
業

　
　
　
　
　
…
…
…
１
，
５
０
０
万
円

　
児
童
の
誕
生
を
祝
福
し
、
次
代
を
担

う
児
童
の
健
全
な
育
成
と
地
域
社
会
の

活
性
化
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

第
１
子
　
万
円
、
第
２
子
　
万
円
、
第

１０

２０

３
子
以
降
　
万
円
を
支
給
し
ま
す
。

３０

●
医
療
福
祉
費

　
　
　
　
　
…
…
…
７
，
４
１
１
万
円

　
乳
幼
児
お
よ
び
児
童
、
母
（
父
）
子

家
庭
、
障
害
を
も
っ
た
か
た
の
医
療
費

（
保
険
診
療
分
）
が
無
料
に
な
り
ま
す
。

●
社
会
福
祉
総
務
費

　
　
　
　
　
…
１
億
７
，
１
９
７
万
円

　
在
宅
生
活
の
支
援
や
多
様
化
す
る
福

祉
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
と
も
に
、
サ
ロ
ン
や
配
食
サ
ー
ビ
ス

健
康
と
社
会
福
祉

元
気
で
明
る
い
快
適
な
ま
ち
づ
く
り

な
ど
の
生
活
支
援
事
業
を
行
い
ま
す
。

●
敬
老
関
連
事
業

　
　
　
　
　
…
…
…
１
，
１
２
８
万
円

　
高
齢
者
が
い
き
い
き
と
老
後
を
送
れ

る
よ
う
、
老
人
福
祉
大
会
や
地
区
別
敬

老
会
な
ど
、
生
き
が
い
づ
く
り
の
推
進

と
健
康
保
持
・
増
進
に
努
め
ま
す
。

●
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
福
祉
事
業

　
　
　
　
　
　
　
…
…
…
１
１
６
万
円

　
自
立
生
活
を
送
る
た
め
に
、
庭
の
枝

の
剪
定
等
援
助
を
必
要
と
す
る
ひ
と
り

暮
ら
し
の
高
齢
者
等
に
対
し
、
自
宅
に

シ
ル
バ
ー
人
材
を
派
遣
し
、
生
活
の
支

援
を
行
い
ま
す
。

●
在
宅
高
齢
者
福
祉
等
推
進
事
業

　
　
　
　
　
…
…
…
１
，
６
０
０
万
円

　
健
康
に
不
安
の
あ
る
在
宅
の
ひ
と
り

暮
ら
し
高
齢
者
等
に
対
し
、
急
病
や
災

害
時
な
ど
の
緊
急
事
態
の
際
に
、
迅
速

な
対
応
を
図
り
、
生
活
不
安
の
解
消
、

人
命
の
安
全
確
保
を
図
る
た
め
、
ワ
ン

タ
ッ
チ
ボ
タ
ン
を
押
せ
ば
救
急
セ
ン

タ
ー
に
連
絡
さ
れ
る
電
話
機
の
貸
与
を

行
っ
て
い
ま
す
。

●
障
害
者
福
祉
費

　
　
　
…
…
…
１
億
２
，
０
６
７
万
円

　
障
害
の
あ
る
人
が
み
ん
な
一
緒
に
生

活
で
き
る
社
会
に
向
け
て
、
福
祉
サ
ー

ビ
ス
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

●
母
子
保
健
事
業

　
　
　
　
　
　
　
…
…
…
５
７
０
万
円

　
特
定
不
妊
治
療
費
助
成
を
は
じ
め
、

小
児
生
活
習
慣
病
予
防
健
診
等
各
健
診

を
行
い
ま
す
。
ま
た
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
、

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
教
室
か
ら
、
母
と

子
の
心
の
ふ
れ
あ
い
と
体
の
健
康
・
増

進
を
図
り
、
子
育
て
を
支
援
し
ま
す
。

●
成
人
保
健
事
業

　
　
　
　
　
…
…
…
３
，
０
１
７
万
円

　
生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る
た
め
、
教

室
、
家
庭
訪
問
の
充
実
を
図
り
医
療
費

を
抑
制
し
ま
す
。

●
感
染
予
防
事
業

　
　
　
　
　
…
…
…
１
，
１
２
３
万
円

　
麻
し
ん
、
風
し
ん
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
等
乳
幼
児
か
ら
高
齢
者
に
わ
た
り
感

染
症
の
流
行
を
抑
制
し
ま
す
。



（６）

教
育
振
興

心
豊
か
な
き
ら
め
く
教
育
・
文
化
の
ま
ち
づ
く
り

　
国
際
化
、
情
報
化
、
少
子
化
が
進
む

中
、
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
健

全
な
育
成
は
重
要
で
す
。
次
世
代
を
担

う
子
ど
も
た
ち
を
家
庭
・
地
域
・
学
校

の
連
携
を
強
化
し
、
地
域
で
育
て
る
環

境
づ
く
り
や「
住
民
１
人
１
ス
ポ
ー
ツ
」

を
普
及
す
る
な
ど
健
全
に
生
活
で
き
る

よ
う
努
め
ま
す
。

●
こ
ど
も
園
費

　
　
　
…
…
…
１
億
７
，
９
１
５
万
円

　
保
育
園
と
幼
稚
園
が
一
元
化
施
設
と

な
り
「
明
和
こ
ど
も
園
」
が
開
園
し
、

現
在
の
多
様
化
す
る
子
育
て
環
境
に
対

応
し
て
い
き
ま
す
。

●
小
学
校
費

　
　
　
　
　
…
…
…
６
，
９
４
８
万
円

　
西
小
学
校
の
教
育
用
パ
ソ
コ
ン
の
更

新
や
、
東
小
学
校
の
各
教
室
を
パ
ソ
コ

ン
で
結
ぶ
校
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ

ム
の
整
備
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
各
小

学
校
の
授
業
に
マ
イ
タ
ウ
ン
・
テ
ィ
ー

チ
ャ
ー
と
し
て
教
育
補
助
員
を
雇
い
、

少
数
授
業
を
行
い
ま
す
。

●
中
学
校
費

　
　
…
…
…
…
７
億
８
，
１
８
８
万
円

　
施
設
・
環
境
の
充
実
を
図
る
た
め
、

中
学
校
の
体
育
館
・
武
道
館
の
改
築
整

備
や
、
特
別
教
室
等
の
フ
ァ
ン
ヒ
ー

タ
ー
の
設
置
な
ど
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

中
学
校
の
授
業
に
マ
イ
タ
ウ
ン
・

テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
と
し
て
教
育
補
助
員
を

雇
い
、
少
数
授
業
を
行
い
ま
す
。

●
青
少
年
育
成
対
策
費

　
　
　
　
　
　
　
…
…
…
４
９
８
万
円

　
青
少
年
健
全
育
成
を
目
的
に
、
事
業

の
充
実
を
図
る
と
共
に
、
子
ど
も
会
な

ど
関
係
団
体
の
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

●
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業

　
　
　
　
　
　
　
…
…
…
２
３
１
万
円

　
体
育
祭
な
ど
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を

開
催
し
、
住
民
の
生
き
が
い
づ
く
り
と

健
康
増
進
を
図
り
ま
す
。

●
公
民
館
費

　
　
　
　
　
…
…
…
２
，
７
４
３
万
円

　
公
民
館
ま
つ
り
や
各
種
教
室
な
ど
自

主
的
な
活
動
へ
の
支
援
、
発
表
の
場
の

提
供
等
、
身
近
に
参
加
で
き
る
機
会
の

提
供
に
努
め
ま
す
。

●
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館
費

　
　
　
　
　
…
…
…
３
，
２
１
０
万
円

　
開
館
し
て
　
周
年
を
迎
え
記
念
事
業

１０

を
実
施
し
ま
す
。
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
応

じ
た
芸
術
鑑
賞
会
等
を
企
画
・
提
供
し
、

住
民
が
気
軽
に
芸
術
・
文
化
に
触
れ
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
努
め
ま
す
。

●
図
書
館
費

　
　
　
　
　
…
…
…
１
，
９
７
０
万
円

　
い
つ
で
も
誰
で
も
気
軽
に
利
用
で
き

る
図
書
館
を
目
指
し
、
図
書
や
情
報
誌

な
ど
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

●
海
洋
セ
ン
タ
ー
費

　
　
　
　
　
…
…
…
６
，
５
１
４
万
円

　
海
洋
性
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
拠
点
と
し
て

通
年
開
館
し
、
各
種
水
泳
教
室
等
を
開

催
し
、
青
少
年
の
健
全
育
成
や
住
民
の
健

康
増
進
、
体
力
向
上
を
促
進
し
ま
す
。

都
市
基
盤
整
備

自
然
と
共
生
す
る
住
み
良
い
ま
ち
づ
く
り

　
人
口
の
減
少
が
危
惧
さ
れ
る
な
か
、

定
住
者
を
増
や
す
住
宅
対
策
は
重
要
で

す
。
豊
か
な
自
然
環
境
に
十
分
配
慮
し

な
が
ら
道
路
、
下
水
道
等
の
都
市
基
盤

整
備
を
行
い
住
民
生
活
の
利
便
性
向
上

に
努
め
ま
す
。

●
道
路
維
持
事
業

　
　
　
　
　
…
…
…
６
，
７
６
２
万
円

　
町
道
の
舗
装
道
路
の
補
修
や
街
路
樹

の
管
理
な
ど
、
道
路
の
維
持
管
理
を
行

い
、
交
通
の
安
全
確
保
を
図
り
ま
す
。

●
道
路
新
設
改
良
事
業

　
　
　
…
…
…
２
億
６
，
４
１
４
万
円

　
町
道
の
拡
幅
工
事
や
舗
装
工
事
を
進

め
る
と
と
も
に
、
側
溝
、
歩
道
等
の
道

路
施
設
整
備
を
行
い
、
道
路
の
利
便
性

の
向
上
を
図
り
ま
す
。

●
都
市
計
画
総
務
費

　
　
　
　
　
…
…
…
２
，
６
６
５
万
円

　
ま
ち
の
健
全
な
発
展
と
秩
序
あ
る
整

備
を
図
る
た
め
、
新
た
に
都
市
計
画
道

路
の
検
討
や
川
俣
駅
周
辺
整
備
の
計
画

検
討
を
行
い
ま
す
。

●
公
園
費
　
…
…
…
８
，
０
４
２
万
円



（７）広報めいわ　平成１８年４月１０日

　
憩
い
の
場
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の

場
と
な
っ
て
い
る
ふ
る
さ
と
の
広
場
、

大
輪
公
園
、
や
じ
ま
公
園
の
維
持
管
理

を
行
う
と
と
も
に
、
第
１
水
源
地
お
よ

び
中
央
保
育
園
跡
地
を
ミ
ニ
公
園
と
し

て
の
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

●
河
川
費
　
…
…
…
…
…
…
…
　
万
円

２２

　
危
険
箇
所
の
早
期
発
見
等
、
河
川
の

安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
、
河
川
の
維

持
管
理
を
行
い
ま
す
。

●
住
宅
費
　
…
…
…
１
，
１
５
３
万
円

　
町
営
住
宅
の
維
持
管
理
を
行
う
と
と

も
に
、
既
存
町
営
住
宅
の
建
替
を
含
め

た
基
礎
調
査
と
活
用
計
画
の
策
定
を
進

め
ま
す
。　

●
下
水
道
建
設
費

　
　
　
…
…
…
６
億
３
，
１
０
０
万
円

　
清
潔
で
快
適
な
生
活
環
境
を
創
出
す

る
た
め
に
、
下
水
道
の
整
備
を
推
進
し

ま
す
。

特

平成１８年度予算
集

産
業
振
興

活
力
と
調
和
の
と
れ
た
産
業
の
ま
ち
づ
く
り

行
財
政
の
運
営

活
力
あ
る
ひ
ら
か
れ
た
行
財
政
の
ま
ち
づ
く
り

　
町
民
が
真
に
望
む
施
策
を
展
開
し
、

効
率
的
な
業
務
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

こ
と
が
重
要
で
す
。
町
民
の
意
見
・
要

望
等
を
把
握
し
、
的
確
に
対
応
し
た
行

政
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る
よ
う
に
、

住
民
参
加
機
会
を
拡
充
し
、
住
民
と
行

政
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
に
努
め

ま
す
。

●
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業

　
　
　
　
　
…
…
…
１
，
５
９
２
万
円

　
町
民
の
皆
さ
ん
と
町
長
が
直
接
意
見

交
換
を
行
う
「
町
長
と
語
ろ
う
　
ま
ち

づ
く
り
」や
、
自
主
的
な
ま
ち
づ
く
り
事

業
に
対
し
て
助
成
す
る
「
元
気
な
華
の

里
づ
く
り
支
援
事
業
」
を
行
い
、
皆
さ
ん

と
と
も
に
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

●
広
報
広
聴
事
業

　
　
　
　
　
　
　
…
…
…
６
２
９
万
円

　
観
光
情
報
、
イ
ベ
ン
ト
案
内
等
を
住

民
に
メ
ー
ル
で
配
信
す
る
「
メ
ー
ル
マ

ガ
ジ
ン
」
を
発
行
し
ま
す
。
ま
た
、
携

帯
電
話
を
利
用
し
て
、
防
災
・
防
犯
情

報
等
を
メ
ー
ル
配
信
を
行
い
ま
す
。

●
戸
籍
住
民
基
本
台
帳
費

　
　
　
　
　
…
…
…
４
，
２
６
５
万
円

　
戸
籍
の
電
算
化
に
よ
り
、
合
理
化
に
よ

る
効
率
的
な
事
務
の
執
行
に
努
め
ま
す
。

　
活
力
あ
る
町
を
目
指
す
た
め
に
は
、

産
業
の
振
興
に
よ
る
雇
用
の
場
の
確
保
、

交
流
人
口
の
増
加
は
重
要
で
す
。
減
農

薬
・
有
機
農
法
な
ど
の
「
環
境
保
全
型

農
業
」の
推
進
や
新
た
な
工
場
の
誘
致
・

既
存
商
店
の
活
性
化
対
策
を
行
い
、
産

業
の
振
興
に
努
め
ま
す
。

●
統
計
調
査
費
　
…
…
…
…
…
　
万
円

７５

　
指
定
統
計
法
に
基
づ
き
、
さ
ま
ざ
ま

な
統
計
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

●
労
働
諸
費
　
…
…
１
，
１
１
７
万
円

　
雇
用
の
安
定
・
福
利
厚
生
の
充
実
等

労
働
環
境
の
整
備
に
努
め
ま
す
。

●
農
業
委
員
会
費

　
　
　
　
　
　
　
…
…
…
７
９
３
万
円

　
農
業
者
の
公
的
代
表
機
関
（
行
政
委

員
）
と
し
て
、
農
地
の
権
利
移
動
の
許

認
可
や
農
地
転
用
を
中
心
と
し
た
農
地

行
政
の
執
行
を
は
じ
め
、
優
良
農
地
の

確
保
と
そ
の
有
効
利
用
の
推
進
を
行
い

ま
す
。

●
農
業
総
務
費

　
　
　
　
　
…
…
…
５
，
１
４
０
万
円

　
農
業
関
係
、
団
体
等
に
補
助
し
農
業

振
興
を
図
り
ま
す
。

●
農
業
振
興
費

　
　
　
　
　
…
…
…
１
，
２
２
６
万
円

　
町
特
産
の
振
興
、
米
の
生
産
調
整
の

推
進
、
農
業
経
営
の
基
盤
強
化
等
を
推

進
し
ま
す
。

●
農
地
費
　
…
…
…
７
，
４
７
５
万
円

　
農
道
、
農
業
用
用
排
水
路
等
、
農
業

基
盤
の
整
備
を
促
進
し
ま
す
。

●
商
工
振
興
費

　
　
　
　
　
…
…
…
２
，
５
２
３
万
円

　
町
内
商
工
業
の
振
興
と
産
業
の
活
性

化
を
図
る
た
め
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補

助
金
や
融
資
等
を
は
じ
め
と
す
る
諸
施

策
を
進
め
ま
す
。



Pick Up Meiwa

（８）

平
成
　
年
度

１８

各
種
補
助
金
の
お
知
ら
せ

町
で
は
、
次
の
と
お
り
各
種
補
助
金
を
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。
該
当
に
な
る
と
思
わ
れ
る
か
た
は
、
一
度
詳
細
を
担
当
課

に
ご
確
認
の
う
え
、
早
め
に
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。



Pick Up Meiwa

（９）広報めいわ　平成１８年４月１０日



Pick Up Meiwa

（１０）

雑紙収集が新たに始まります

ごみ収集指定袋の
　　 取り扱いが変わりました

【雑紙は次のようなもの】

　アルミホイルやラップの芯、空き箱（金具は取り除く）、ティッシュの箱（取り出し口のビニールを取り除く）、

ハガキ、ダイレクトメール、封筒（窓付は窓部分を取り除く）、カレンダー、名刺、メモ紙、事務用紙、シュ

レッダーくず、タバコの箱（セロファン、銀紙は取り除く）、菓子箱各種包装紙、紙袋（ビニール取っ手は取り

除く）、学校からのプリント類、模造紙、ポスター、紙製ファイル、画用紙、ノート、紙製のおもちゃ（折り紙など）、

石けんの化粧箱、トイレットペーパー等の芯など

【雑紙として取り扱えないもの】

　銀紙、ビニールコート紙、防水加工紙、写真、油紙、カーボン紙、レシート類、感熱紙（ファックス紙）、紙

コップ、カップ麺のふた、ステッカー、シールの台紙、汚れのひどい紙、ティッシュペーパーなどの再生上適

さない紙

※個人情報に関する紙は、無理に分別せず、燃えるごみに出してください。

【雑紙の出し方】

　古紙類（新聞紙など）収集日と同じ日に、紙袋や段ボールの箱（雑紙と記入する）に入れるか、ひもで束ね

て出してください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

◇ごみ収集指定袋の無料配付枚数は、１人年間３０枚です。

◇対象者は、明和町に住民登録、または、外国人登録しているかたです。

◇ごみ収集指定袋の配付方法

　・「ごみ収集指定袋引換券（以下「引換券」という）」を毎年３月末日までに、郵送の方法により毎戸に配付する

予定です。

　・「引換券」は、１枚でごみ収集指定袋１０枚と交換できます。

　・ごみ収集指定袋は、ごみ収集指定袋取扱指定店に「引換券」を持参し、交換の方法により入手してください。

◇ごみ収集指定袋は、４月１日から４０リットルだけの１種類になります。

◇ごみ収集指定袋が無料配付で足りなくなった場合は、今まで通り１枚３５円で購入していただきます。

◇「引換券」が余った場合は、申請に基づき「引換券」を再生品と交換いたします。（年度末に実施予定）

◇「引換券」の有効期間は、４月１日から翌年の３月３１日までの１年間です。　

ごみ収集指定袋の配付方法

４月から１人年間３０枚を無料配付

４月から古紙類の区分が４種類から５種類になります（原則第２日曜日）

　古紙類の収集が、新聞紙・雑誌・段ボール・飲料用紙パック・雑紙の５種類を回収します。紙類も貴重な資

源です。ひと手間かけてリサイクルを実践しましょう。

資源ごみ回収場所が変更になりました

４月から旧役場北側敷地内で受付ます

　プラスチック製容器包装物・古着類・ふとん・バッテリー・

焼却灰の回収場所と回収日が下記に変更となりました。

◇回収場所　旧役場敷地内

◇回収日　　原則　日・月・水・金曜日　午前９時～午後１時

　　　　　　　　　　　　　　　　    【問】環境課　内線１６２
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（１１）広報めいわ　平成１８年４月１０日

町集中改革

　　　プラン決定

集中改革プランの体系（大綱の重点６項目）

(1) 事務事業の見直し　　　

(2) 時代に相応した組織、機構の見直し　　

(3) 定員管理及び給与の適正化の推進　　　

(4) 効率的な行政運営と職員の能力開発等の推進

(5) 行政の情報化の推進等による行政サ－ビスの向上

(6) 効率的な会館等公共施設の設置及び管理運営

　これらの６項目において今後５か年で行政

改革を継続して推進し、自主財源の確保や事

務の効率化の見直しを図り、特に職員につい

ては５か年で現状の５％減員するなどの目標

が決まりました。

※行政改革推進の具体的な実施方策および実

施計画については町のホームページに詳細を

公表しております。

URL　http://www.town.meiwa.gunma.jp　      

　　　　　　　　　　【問】総務課　内線２１２

【集中改革プランの目的】

　将来世代へ過度の負担を残さない財政運営

の実現を図るため、事務事業をすべて行政が

行うのではなく、住民参画型行政として住民

の意思を取り入れ、住民が安心して住めるま

ちづくりを実現し、かつ、細やかなサービス

および対応が可能な住民等で組織された任意

団体等との協働によるまちづくりを目指すも

のです。

　明和町第５次総合計画に位置づけされた

「活力ある開かれた行財政のまちづくり」を

実現するため、従来から実施してきた行政改

革を継続して推進するもので、今回のプラン

は「明和町新行政改革大綱」（以下「大綱」と

いう）に基づき、具体的実施方策および実施

計画を策定したものです。前回の実施計画

（平成１３～１７年度）が終了することから、今

後５か年（平成１８～２２年度）の実施計画を

大綱の重点事項（６項目）に基づき策定しま

した。　

【集中改革プランの計画期間】

　平成１８年４月１日～２３年３月３１日

行政改革推進の具体的な実施

方策および実施計画を策定

《話し合う》　　　　　　　　
　町民の皆様と町長がまちづくりについて直接意見交

換を行い、今後のまちづくりに活かしていきます。

○開催期日　町民の希望する日（日曜日は除く）

○開催時間　町民の希望する時間（午前８時３０分～　

　午後９時の間で１時間３０分程度）

○申込資格　町内在住のかたで概ね１０人以上の団体・

　グループ

○申込方法　開催希望日の１４日前までにお申し込みく

　ださい。電話によるお申し込みも受け付けます

　　　　　　　　　　　　　【問】企画課　内線２２２

 住み良いまちをつくるために

鞄スタート《仲間を集う》
　町民と行政が一体となりまちづくりに取り組んでい

けるように、これから自主的なまちづくり活動を行お

うとする概ね５人以上の団体の設立に対して助成を行

います。

○助成限度額　２０万円

○応募資格者　町内在住のかた

○まちづくり団体としては、例えば

　猿地区の環境を守る団体

　猿フリーマーケットを開催する団体・・・などです。

鞄チャレンジ《やってみる》
　活力ある元気なまちづくりを推進するため、団体等

が具体的に実践しようとする事業に対して助成を行い

ます。ただし、ハード事業や町の他の補助金等の交付

を受けている事業または対象となる事業は除かれます。

○助成限度額　１事業１００万円

○応募資格者　町内在住のかた、または町内を中心に

　活動する団体等

○まちづくりの事業としては、例えば

　猿集会所へ花壇を設置する（環境改善活動）

　猿子どもたちと老人のゲートボール大会（世代間交流

　　事業）

　猿まちづくりのための印刷物作製（産業振興事業）

　猿健康づくり（福祉関連事業）・・・などです。

町長と語ろう　まちづくり

　町民と行政が一体となったまちづくりを進めるた

め、平成１８年度から新たな施策を実施します。

元気な華の里づくり支援事業
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（１２）

斗
合
田
　
伊
藤
　
道
男
（
新
）

下
江
黒
　
中
村
　
　
功
（
再
）

上
江
黒
　
牛
久
保
文
雄
（
再
）

千
津
井
　
奈
良
原
　
清
（
再
）

江
　
口
　
福
島
　
一
男
（
再
）

田
　
島
　
奈
良
　
英
世
（
新
）

南
大
島
　
岡
安
　
一
洲
（
再
）

新
　
里
　
瀬
下
　
　
進
（
新
）

中
　
谷
　
奈
良
　
　
繁
（
再
）

梅
　
原
　
柴
　
初
市
郎
（
再
）

川
　
俣
　
竹
越
　
進
二
（
新
）

須
　
賀
　
渡
邉
　
利
夫
（
再
）

大
　
輪
　
大
牧
　
　
豊
（
新
）

入
ケ
谷
　
金
子
　
征
雄
（
再
）

矢
　
島
　
秋
野
　
正
雄
（
新
）

大
佐
貫
　
篠
木
　
信
雄
（
再
）

斗
合
田
　
荒
川
　
　
保
（
新
）

下
江
黒
　
栗
原
　
三
郎
（
新
）

上
江
黒
　
多
田
　
竹
雄
（
再
）

千
津
井
　
山
岸
　
勝
美
（
再
）

江
　
口
　
新
井
登
志
雄
（
再
）

田
　
島
　
奈
良
　
勝
美
（
新
）

南
大
島
　
蓮
見
　
行
男
（
新
）

南
大
島
　
坂
上
　
光
弘
（
新
）

新
　
里
　
久
保
庭
　
武
（
新
）

新
　
里
　
塩
ノ
谷
　
博
（
新
）

中
　
谷
　
松
吉
　
喜
造
（
再
）

中
　
谷
　
坂
上
　
　
正
（
再
）

梅
　
原
　
神
谷
　
敏
吉
（
再
）

川
　
俣
　
藤
野
　
昭
彦
（
新
）

須
　
賀
　
荒
木
　
剛
一
（
再
）

大
　
輪
　
田
口
　
文
雄
（
新
）

入
ケ
谷
　
金
子
　
　
清
（
再
）

矢
　
島
　
石
　
　
孝
二
（
新
）

大
佐
貫
　
篠
木
　
治
雄
（
再
）

斗
合
田
　
砂
賀
　
良
夫
（
新
）

下
江
黒
　
佐
藤
　
祐
司
（
再
）

上
江
黒
　
江
森
　
和
夫
（
新
）

千
津
井
　
酒
井
暢
治
郎
（
再
）

江
　
口
　
多
田
　
和
正
（
新
）

田
　
島
　
北
島
　
　
勇
（
新
）

南
大
島
　
松
本
安
藝
雄
（
新
）

新
　
里
　
細
田
　
寛
治
（
再
）

中
　
谷
　
長
瀬
　
　
隆
（
新
）

梅
　
原
　
長
谷
川
　
進
（
新
）

川
　
俣
　
台
　
　
　
誠
（
再
）

須
　
賀
　
宇
治
　
則
幸
（
再
）

大
　
輪
　
柿
沼
　
　
儉
（
再
）

入
ケ
谷
　
荒
井
　
泰
雄
（
新
）

矢
　
島
　
加
藤
　
邦
男
（
新
）

大
佐
貫
　
張
谷
　
正
征
（
新
）

新
し
い
役
員
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す

　
区
長
さ
ん
を
は
じ
め
と
し
た
平
成
　
年
度
の
新
役
員
さ
ん
が
決
ま
り
ま
し
た
。

１８

元
気
の
出
る
、
明
る
く
住
み
良
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
ご
活
躍
い
た
だ
き
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
（
敬
称
略
）

地
域
と
町
の
パ
イ
プ
役

 副
環
境
保
健
委
員

 副
区
長

下
江
黒
　
柿
沼
　
　
栄
（
新
）

上
江
黒
　
野
木
村
　
崇
（
新
）

千
津
井
　
髙
橋
　
　
篤
（
新
）

江
　
口
　
飯
塚
　
勝
美
（
新
）

田
　
島
　
木
村
　
　
功
（
新
）

南
大
島
　
青
木
　
　
晃
（
新
）

新
　
里
　
青
山
　
　
健
（
再
）

中
　
谷
　
藤
家
　
明
美
（
新
）

梅
　
原
　
本
澤
　
博
幸
（
新
）

川
　
俣
　
鈴
木
　
　
恵
（
新
）

須
　
賀
　
渡
邉
　
輝
夫
（
新
）

大
　
輪
　
松
本
　
和
雄
（
新
）

入
ケ
谷
　
石
原
　
博
史
（
新
）

矢
　
島
　
田
中
　
義
文
（
新
）

大
佐
貫
　
小
暮
　
雅
信
（
新
）

　
子
ど
も
会
育
成
会
連
絡
協
議
会

は
、
各
地
区
子
ど
も
会
長
の
他
　１４

人
の
本
部
役
員
に
よ
っ
て
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。

斗
合
田
　
田
村
　
重
夫
（
新
）

下
江
黒
　
小
林
　
正
敏
（
新
）

上
江
黒
　
福
島
　
國
男
（
新
）

千
津
井
　
野
本
　
　
昇
（
再
）

江
　
口
　
川
上
　
惠
司
（
新
）

田
　
島
　
矢
澤
　
春
中
（
新
）

南
大
島
　
森
　
　
通
夫
（
新
）

新
　
里
　
小
田
木
政
雄
（
再
）

中
　
谷
　
野
中
宗
次
郎
（
新
）

梅
　
原
　
杉
田
　
繁
雄
（
再
）

川
　
俣
　
木
村
　
　
實
（
再
）

須
　
賀
　
田
口
　
昭
策
（
再
）

大
　
輪
　
金
子
　
利
男
（
再
）

入
ケ
谷
　
金
子
　
智
男
（
新
）

矢
　
島
　
泉
田
　
　
清
（
新
）

大
佐
貫
　
井
上
　
隆
二
（
新
）

斗
合
田
　
栃
本
　
　
実
（
新
）

　
退
任
さ
れ
た
区
長
さ
ん
を
は
じ
め
各

役
員
さ
ん
に
は
、
永
い
間
町
行
政
の
た

め
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
大
変
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 区
　
長

 環
境
保
健
委
員

 子
ど
も
会
育
成
会
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（１３）広報めいわ　平成１８年４月１０日

 教
 職
 員

平
成
　
年
度

１８
　
教
職
員
・
町
職
員
・
消
防
職
員
（
敬
称
略
）

職
員
人
事
異
動
の
お
知
ら
せ

　
４
月
１
日
付
け
で
小
・
中
学
校

教
職
員
の
人
事
異
動
が
あ
り
ま
し

た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
転
出
（
　
）
は
転
出
先

▽
西
小
教
諭
　
阿
部
浩
明
（
中
野

東
小
）
▽
西
小
教
諭
　
黒
須
律
子

（
尾
島
小
） 
▽
西
小
教
諭
　
稲
瀬

啓
子
（
栃
木
県
）
▽
西
小
教
諭
　

土
屋
友
則
（
長
期
体
験
研
修
）
▽

東
小
事
務
　
青
木
貞
子
（
館
林
八

小
）
▽
明
中
教
頭
　
侭
田
弘
之
（
板

倉
南
小
）
▽
明
中
教
諭
　
井
本
真

実
子
（
太
田
北
中
） 
▽
明
中
教
諭

　
前
原
稔
彦
（
館
林
三
中
）
▽
明

和
養
護
教
諭
　
丹
羽
葉
子
（
大

間
々
中
）

■
転
入
（
　
）
は
前
任
校

▽
東
小
教
諭
　
大
塚
淳
一
（
城
西

中
）
▽
東
小
事
務
　
熊
倉
里
子
（
館

林
一
小
）
▽
西
小
教
頭
　
川
田
恵

美
子
（
教
育
セ
ン
タ
ー
）

▽
西
小
教
諭
　
中
山
照
代
（
館
林

美
園
）
▽
西
小
教
諭
　
栗
原
紀
夫

（
板
倉
中
）
▽
明
中
教
諭
   湯
浅
悟

志
（
館
林
四
中
）

■
転
補
（
　
 ）
は
前
任
校

▽
東
小
教
頭
　
荒
木
文
夫
（
西
小
）

▽
東
小
教
諭
　
檀
原
淳
子
（
西
小
）

▽
西
小
教
諭
　
野
口
順
子
（
東
小
）

▽
西
小
教
諭
　
篠
田
由
美
子
（
東

小
）
▽
西
小
教
諭
　
田
沼
康
明
　

（
明
中
）
▽
西
小
教
諭
　
江
森
ひ
さ

子
（
明
中
）
▽
明
中
教
頭
櫻
井
義

久
（
東
小
）
▽
明
中
教
諭
　
江
泉

奈
生
子
（
西
小
）

■
新
採
用

▽
明
中
教
諭
　
大
房
峻
介
　
▽
明

中
養
護
教
諭
　
早
川
有
美

　
４
月
１
日
付
で
町
職
員
の
人
事

異
動
が
あ
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。（
　
）
は
前
職

【
町
長
等
部
局
】

■
課
長

▽
総
務
課
長
　
田
口
晴
美
（
税
務

課
長
）
▽
税
務
課
長
　
堀
口
正
敏

（
総
務
課
長
）
▽
水
道
課
長
　
橋
本

貴
好
（
生
涯
学
習
課
長
）

■
そ
の
他

▽
総
務
課
庶
務
行
政
係
長
　
高
際

伸
互
（
総
務
課
秘
書
係
）
＝
昇
任

▽
保
健
福
祉
課
高
齢
福
祉
係
長
　

北
島
　
充
（
総
務
課
庶
務
行
政
係

長
）
▽
総
務
課
庶
務
行
政
係
　
大

川
友
矢
（
県
総
務
部
学
事
文
書
課

派
遣
）
▽
税
務
課
固
定
資
産
税
係

福
田
和
寿
（
館
林
市
総
務
部
税
務

課
）
▽
保
健
福
祉
課
高
齢
福
祉
係

橋
本
康
弘
（
総
務
課
庶
務
行
政
係
）

▽
保
健
福
祉
課
保
健
福
祉
係
　
高

柳
順
子
（
生
涯
学
習
課
社
会
教
育

係
）
▽
保
健
福
祉
課
保
健
福
祉
係

萩
原
佳
代
子
（
生
涯
学
習
課
社
会

教
育
係
）
▽
経
済
課
農
政
係
　
島

田
圭
子
（
保
健
福
祉
課
高
齢
福
祉

係
）
▽
水
道
課
上
水
道
係
   堀
越

宏
幸
（
館
林
市
総
務
部
税
務
課
か

ら
派
遣
）
▽
保
健
福
祉
課
保
健
福

祉
係
萩
澤
美
絵
（
社
会
福
祉
協
議

会
派
遣
）

■
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
派
遣
　

▽
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局
長
　

江
森
勝
也
（
水
道
課
長
）

【
教
育
委
員
会
部
局
】

■
課
長

▽
生
涯
学
習
課
長
　
金
子
春
江

（
海
洋
セ
ン
タ
ー
所
長
）＝
昇
任

■
そ
の
他

▽
学
校
教
育
課
総
務
係
長
　
小
野

田
美
恵
子
（
保
健
福
祉
課
高
齢
福

祉
係
長
）
▽
明
和
こ
ど
も
園
園
長

室
井
知
子
（
明
和
保
育
園
園
長
代

理
）
＝
昇
任
　
▽
給
食
セ
ン
タ
ー

所
長
　
福
島
　
明
（
社
会
福
祉
協

議
会
派
遣
）
▽
生
涯
学
習
課
社
会

教
育
係
長
　
荻
野
康
男
（
給
食
セ

ン
タ
ー
所
長
）
▽
海
洋
セ
ン
タ
ー

所
長
　
谷
津
弘
子
（
総
務
課
秘
書

係
長
）
▽
学
校
教
育
課
学
校
教
育

係
　
宮
田
高
志
（
生
涯
学
習
課
社

会
教
育
係
）
▽
学
校
教
育
課
明
和

こ
ど
も
園
　
矢
之
貴
洋
子
（
学
校

教
育
課
学
校
教
育
係
）
▽
生
涯
学

習
課
文
化
振
興
係
　
篠
木
弘
樹

（
生
涯
学
習
課
社
会
体
育
係
） 
▽

生
涯
学
習
課
社
会
体
育
係
　
山
岸

雅
行
（
保
健
福
祉
課
高
齢
福
祉
係
）

▽
中
央
公
民
館
　
渡
辺
一
弘
（
経

済
課
農
政
係
）
▽
学
校
教
育
課
明

和
こ
ど
も
園
　
宮
川
み
ど
り
・
秋

山
み
ゆ
き
・
柿
沼
美
智
子
・
諸
貫

一
美
・
小
平
清
子
・
野
本
亜
里

（
明
和
幼
稚
園
）
 
▽
川
村
豊
子
・

橋
本
妙
子
・
籾
山
富
美
江
・
奈
良

京
子
・
鈴
木
昌
美
・
須
藤
し
げ
子
・

坂
村
夏
代
・
小
池
絵
理
（
明
和
保

育
園
）
▽
学
校
教
育
課
明
和
こ
ど

も
園
　
木
村
涼
子
（
板
倉
町
保
育

園
派
遣
）

■
県
総
務
部
学
事
法
制
課
へ
派
遣

▽
清
水
靖
之
（
教
育
委
員
会
生
涯

学
習
課
文
化
振
興
係
）

■
館
林
市
水
道
課
へ
派
遣

▽
大
室
直
樹
（
水
道
課
上
水
道
係
）

■
板
倉
町
保
育
園
へ
派
遣

▽
田
端
佐
知
子
（
明
和
保
育
園
）

■
退
職

▽
松
本
雅
洋
（
税
務
課
）
＝
館
林

市
総
務
部
税
務
課
へ

　
４
月
１
日
付
で
館
林
地
区
消
防

組
合
明
和
分
署
職
員
の
人
事
異
動

が
あ
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
転
出
（
　
）
は
転
出
先

▽
明
和
分
署
長
　
金
井
貞
男
（
消

防
本
部
参
事
兼
通
信
司
令
室
長
）

▽
消
防
第
１
係
長
代
理
　
野
中
喜
久

夫（
千
代
田
分
署
）

■
転
入
（
　
）
は
前
任
署

▽
明
和
分
署
長
　
岡
田
邦
雄
（
消

防
本
部
通
信
司
令
室
長
）
▽
消
防

第
１
係
　
吉
田
元
紀
（
北
分
署
）

 消
 防
 職
 員

 町
 職
 員



　　　　　           　　　　          役場の出来事、話題をお届けします。

（１４）

昭
和
橋
開
通
記
念
式
典

 待
望
の「
昭
和
橋
」開
通
す
る

小寺弘之、上田清司両県知事出席によるテープカット

　
昭
和
橋
の
開
通
記
念
式
典
が
３

月
　
日
、
羽
生
市
側
堤
防
上
を
会

２５
場
に
開
か
れ
ま
し
た
。
会
場
に
は
、

小
寺
弘
之
、
上
田
清
司
両
県
知
事

や
両
県
議
会
議
長
が
招
か
れ
、
そ

し
て
多
く
の
工
事
関
係
者
ら
が
出

席
。
ま
た
地
元
か
ら
は
明
和
八
木

節
保
存
会
、
明
和
西
小
学
校
八
木

節
隊
、
館
林
商
工
高
校
生
徒
、
町

農
家
生
活
改
善
グ
ル
ー
プ
、
羽
生

市
か
ら
白
山
太
鼓
、
羽
生
西
中
学

校
吹
奏
楽
部
、
新
郷
第
一
小
学
校

鼓
笛
隊
の
人
た
ち
総
勢
５
０
０
人

あ
ま
り
が
集
ま
り
、
様
々
な
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
と
豚
汁
の
サ
ー
ビ
ス
、

地
場
物
産
の
配
布
な
ど
を
繰
り
広

げ
、
訪
れ
た
人
た
ち
に
無
料
で

サ
ー
ビ
ス
。
昭
和
　
年
以
来
　
年

３７

４４

ぶ
り
に
架
け
か
え
ら
れ
た
新
橋
の

開
通
を
祝
い
、
様
々
な
催
し
で
花

を
添
え
、
明
和
町
と
羽
生
市
の
地

元
の
人
た
ち
み
ん
な
で
待
ち
望
ん

だ
橋
の
開
通
を
喜
び
盛
大
に
盛
り

上
げ
ま
し
た
。

　
式
典
は
群
馬
県
・
埼
玉
県
両
知

事
の
式
辞
に
始
ま
り
、
式
典
の
中

で
恩
田
町
長
は
「
こ
の
昭
和
橋
の

完
成
が
、
武
蔵
の
国
と
 上
野
 の
国

こ

う

ず

け

の
さ
ら
な
る
「
発
展
の
架
け
橋
」

と
な
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
」
と

祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
式
典
後
行
わ
れ
た
セ
レ
モ
ニ
ー

は
、
花
火
の
打
ち
上
げ
に
合
わ
せ

て
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
や
、
く
す
玉
開

披
な
ど
が
行
わ
れ
た
後
、
新
橋
が

末
永
く
永
代
橋
と
し
て
続
く
こ
と

を
祈
念
し
て
群
馬
・
埼
玉
両
県
の

３
世
代
夫
婦
に
よ
る
渡
り
初
め
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
渡
り
初
め

に
は
明
和
町
か
ら
、
大
佐
貫
の
折

原
貫
司
・
せ
ん
さ
ん
、
一
雄
・
せ

き
さ
ん
、
征
也
・
光
江
さ
ん
の
３

夫
婦
が
参
加
し
、
渡
り
初
め
の
行

進
を
行
い
ま
し
た
。

　
同
日
午
後
３
時
か
ら
供
用
開
始

と
な
っ
た
新
橋
は
、
延
長
６
５
６

ｍ
、
幅
員
　
ｍ
（
う
ち
歩
道
部
３
．

１１

５
ｍ
）
で
、
工
事
費
総
額
約
　
億
６７

円
の
巨
費
を
投
じ
て
建
設
さ
れ
ま

し
た
。
今
後
旧
橋
は
間
も
な
く
取

り
壊
さ
れ
、
そ
の
後
に
２
車
線
の

新
橋
を
建
設
。
早
け
れ
ば
平
成
　２４

年
ご
ろ
に
は
完
成
し
４
車
線
に
拡

幅
と
な
り
ま
す
。

折原さんらによる渡り初め

群馬名産八木節を披露する皆さん

 見やすくなりました
　戸籍システム電算化

　３月６日から 戸籍総合システムが稼働しま

した。　

　戸籍事務のコンピュータ化により、発行ま

での待ち時間が少なくなり、きれいな文字で

印刷され、誰でも読みやすく分かりやすい戸

籍になりました。

　システムを稼働させて新しい戸籍謄本の交

付を受けた恩田町長は「この導入で対応が迅速

化し、町民サービスの向上につながる。もち

ろん個人情報の保護については万全を期した

い」と話しました。

   今までの戸籍は、和紙に複雑な書き方で特

に数字は漢数字のため、読みにくいものでし

た。また、婚姻届等を出しても手書きやタイ

プで記載していたため、戸籍ができるのに時

間がかかっていました。

　コンピュータ化された戸籍は、検索機能が

ついていますから、謄・抄本の発行が早くなり

ます。その上、各種届を出されても自動審査

や戸籍編成機能を使って早くて正確な戸籍が

できあがります。

【こんな戸籍になります】

　謄・抄本ともＡ４サイズの横書きになります。

　また、記載内容も項目化され、分かりやすく

読みやすい戸籍になります。

【名称も変わります】　　　

　戸籍謄本が全部事項証明書に、戸籍抄本が

個人事項証明書に変わります。

※除籍や改製原戸籍も同様に変更となります。

手数料の変更はありません。

【地番表示から「の」が省略されます】

　本籍の地番表示から「の」が省略、住民票も

「○○番地の○」から「○○番地○」となりま

す。住民票や印鑑証明書などの表示は自動的

に変更となりますので、手続は不要です。

　また、運転免許証や登記簿などの住所変更

手続きは必要ありません。

職員から新しい戸籍謄本を受ける町長



町政INFORMATION

（１５）広報めいわ　平成１８年４月１０日

　
町
で
は
、
３
月
　
日
に
ボ
ラ
ン

20

テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い
る
個
人
・

団
体
を
対
象
と
し
た
「
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
講
演
会
」
を
役
場
会
議
室

で
開
催
し
、　

人
の
皆
さ
ん
が
参

６５

加
し
ま
し
た
。

　
講
演
会
に
は
、
群
馬
県
Ｎ
Ｐ

Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
推
進
課
次
長

斎
藤
祐
二
さ
ん
を
招
き
「
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
地
域
社
会
」
と
題
し
て
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
う
と
き

の
基
本
や
、
エ
チ
ケ
ッ
ト
な
ど
の

紹
介
や
自
ら
が
活
動
に
参
加
し
た

時
の
体
験
談
な
ど
を
交
え
な
が
ら
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
通
し
て
学
ん
だ

こ
と
、
活
動
の
必
要
性
な
ど
を
わ

か
り
や
す
く
講
演
し
ま
し
た
。　

　
講
演
後
に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
広
げ
て
い
く
た
め
の
意
見

交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
演
会

 自
ら
の
意
志
を
持
っ
て
行
動
を

受講するボランティアの皆さん

平成１８年度予算可決
第１回町定例議会開会

分別収集に協力を
ごみ関連説明会

    第１回町定例議会は、３月６日～１７日までの会期１２

日間で開かれ、人権擁護委員に安原八平さん（６５歳・

須賀）を推薦する人事案件と、公平委員会委員に岩田

光義さん（69歳・梅原）を選任することに同意。

　歳入歳出それぞれ７億２,６７２万８千円を追加し、４４

億９,８５４万９千円とする平成１７年度一般会計補正予算

案や総額４４億５千万円の平成１８年度当初予算案、今

まで有料だったごみ収集指定袋を、町民一人当たり年

間３０枚を上限に無料配付する町廃棄物の処理及び清

掃に関する条例の一部改正、町介護保険条例の一部改

正、町デイサービスセンター・町社会福祉会館・町福

祉作業所の指定管理者の指定など３３案件を上程。

    審議の結果、助役、監査委員、教育委員会委員の人

事案件については否決し、外３０議案を原案のとおり

可決して閉会しました。

　１７日の一般質問では、東部地区での粗大ごみ収集に

ついて、ごみ袋無料化について、旧庁舎などの公共施

設の跡地利用や川俣駅周辺整備計画、農業集落排水事

業、防犯灯施策の見直しについてなどの１０項目を７人

が一般質問を行いました。

執行部による予算案説明

　町では３月２２日～２９日までの７日間、町民の皆さ

んを対象としたごみ収集関係の町民説明会を開きま

した。

　７か所の会場で開かれた説明会では、ごみ処理の現

状と課題、４月より始まるごみ収集指定袋の配付方法

について、資源ごみ回収場所（施設）の変更、新たに

追加になる雑紙（古紙）の回収について説明を行い町

民の皆さんに、町のごみ処理の現状について理解を深

めていただき「ごみ減量化」をお願いしました。

中央公民館で行われた説明会

　
明
和
幼
稚
園
で
３
月
　
日
に
修

２２

了
証
書
授
与
式
（
　
人
）
が
、
明

５９

和
保
育
園
で
３
月
　
日
に
卒
園
証

２４

書
授
与
式
（
　
人
）
が
そ
れ
ぞ
れ

３４

の
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
４
月
か
ら
は
、
幼
稚
園
と
保
育

園
を
一
元
化
し
た
「
明
和
こ
ど
も

園
」
が
開
園
す
る
た
め
、
そ
れ
ぞ

れ
の
園
で
の
式
は
今
年
で
最
後
と

な
り
ま
し
た
。

　
幼
稚
園
で
は
、
奈
良
松
男
園
長

が
式
辞
で
「
小
学
生
に
な
る
皆
さ

ん
、
何
事
に
も
挑
戦
し
て
く
だ
さ

い
。
そ
し
て
、
鳥
の
よ
う
に
自
分

の
翼
で
大
き
く
羽
ば
た
い
て
い
っ

て
く
だ
さ
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
保
育
園
で
は
奈
良
英
世

園
長
が
「
み
ん
な
と
仲
良
く
小
学

校
生
活
を
過
ご
し
て
く
だ
さ
い
。

学
校
は
勉
強
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

先
生
の
い
う
こ
と
を
よ
く
聞
い
て

し
っ
か
り
勉
強
し
て
く
だ
さ
い
」

と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
園
児
た
ち
は
お
別
れ
の
こ
と
ば

や
歌
を
歌
い
ま
し
た
。
保
護
者
は

子
ど
も
た
ち
の
心
も
身
体
も
大
き

く
成
長
し
た
こ
と
を
実
感
し
た
よ

う
す
で
し
た
。

幼
稚
園
修
了
式
  ・
保
育
園
卒
園
式

 心
も
身
体
も
大
き
く
成
長

教育長から記念品を受ける園児（幼稚園）

思い出を胸に歌う園児（保育園）



　　　　　           　　　 学校、職場、地域の話題を紹介するコーナーです。

（１６）

　

　西小学校では３月２３日、第４４回卒業式が行われ

７１人の児童が、それぞれの６年間の思い出を胸に巣

立って行きました。

　岩崎校長先生は「大人になって行くには、厳しい

ことがたくさんあります。勇気を持って頑張ってく

ださい」と新しい世界に巣立っていく児童らに祝辞

を述べました。

７１人が新生活に向け飛び立つ
西小学校卒業式

６年間の思い出を胸に式会場を後にする児童たち

新たな出発の日を迎えて
東小学校卒業式

　卒業生が思い出を胸に「さようなら」を熱唱

　東小学校卒業式が３月２３日、同体育館で行われ、

１５人の卒業生は、新たな出発の日を迎えました。

　卒業生は「６年間の学校生活を通して、努力するこ

と、責任を果たすこと、相手を思いやること、協力する

ことの大切さを学びました」とお別れの言葉を述べ、 

スズカケの木と共に歩んだ６年間を胸に母校を巣

立っていきました。　

岩﨑校長へしおりを手渡す新里パトロール隊員の皆さん

地域とのつながりを大切に
新里パトロール隊、西小へしおりを贈る

　新里パトロール隊（奥沢節子代表）は３月９日、

西小学校に防犯意識の向上を高めてもらおうと、手

作りしおりを贈りました。

　手作りしおりは、緊急連絡先（警察や学校の電話

番号）や、みんな元気で無事カエルようにとカエル

マークを付け、１枚ずつ隊員が想いを込めて５００枚

作製しました。岩崎校長は「隊員の皆さんには、子

どもを見守ることのほか、地域での係わり合いが少

なくなった子どもたちにあいさつなど、地域のつな

がりが出来てきました」と話していました。 指導を受けながらエリンギ切る福祉作業員

親子一緒に楽しい調理実習
親子ふれあい調理実習

　福祉作業所の親子ふれあい調理実習は３月２９日、

中央公民館で開かれました。

　福祉作業員と家族のかた合わせて１２人が参加し、

ヘルシーな生活習慣病予防食を作りました。

　調理実習で作った料理をみんなで食べてから、保

健師による食事バランスの見直しのお話と手軽に

出来る運動を行い、楽しい調理実習となりました。

　参加者からは「なかなか親子一緒に料理をする機

会がないので、楽しかったです」と話していました。



TOPICSTOPICS

（１７）広報めいわ　平成１８年４月１０日

　３月１３日、明和中学校の卒業式が同校体育館で

行われ、１０９人の卒業生たちは、３年間一緒に行動

してきた仲間や、恩師らとの別れを惜しみつつ、４

月から始まる、新しい生活に向かって巣立っていき

ました。

　鑓田校長先生は、式辞で「どんなに厳しい状況で

もプライドを持って挑戦し続ける人になってほし

い」と「人にやさしくあれ」の２つのはなむけの言

葉を贈りました。

　お祝いの言葉で恩田町長は「目標がなければ行動

はありません。一日一日を大切に、夢に向かって目

標を持って行動し、元気いっぱい頑張ってくださ

い」と激励。

　お別れのことばでは、卒業生を代表して石川純也

さんが「この３年間、みんなと共に学び、共に笑い

たくさんの思い出を作ることができました、私たち

にとってかけがえのない宝物です」と中学校生活３

年間の思い出を振り返り感謝の意を述べました。

　式終了後、世界に一つだけの卒業証書を手にした

生徒らは、恩師や、父母、在校生の見送る中、新しく

始まる生活に、期待と夢を抱きながら、通い慣れた

学舎を後にしました。

生きる喜びを歌に乗せ
津軽ひろ子特別歌謡ショー

　円熟した歌を披露する津軽さん

　３月３１日、ふるさと産業文化館で「津軽ひろ子特

別歌謡ショー」が開かれました。

　この歌謡ショーはNPO法人東京やさしさの会主催

の全国縦断チャリティーコンサートの一つとして開か

れ、町老人クラブ等の皆さんを昼・夜の公演に招待。

演歌や民謡を織りまぜた円熟した歌声を披露し、訪れ

た皆さんを魅了していました。

左　別れのことばで思い出を

　　述べる石川さん

上　花束を受け取る卒業生

自分の夢に向かってスタート
中学校卒業式

友だちと楽しみながら
町民ウォーク＆ウォーク 

　３月２６日、ふるさとの広場を発着点に第7回町

民ウォーク＆ウォークが開かれました。

　これは、心身の健康づくりや人との交流が目的。

子どもからお年寄りまで約３００人は、ストレッチ体

操で体をほぐしてスタートしました。参加者は「友

だちと景色などを楽しみながら歩きます」と話して

いました。　　

　笑顔で出発する参加者



中央公民館、社会体育館、海洋センター、ふるさと産業文化館・図書館の情報や話題を紹介するコーナーです。

図書館から今月の新刊案内B kOO
      図 書 館 情 報

●開館時間

　午前９時３０分～午後６時１５分

●ご利用方法

・本や視聴覚資料を借りるときは  

　図書利用カードが必要です。

・この利用カードは他人に貸さな

　いで、大切にしてください。

・この利用カードを無くしたかた、

　拾ったかた、住所や電話番号が

　変わったかたはお知らせくださ

　い。

【問】図書館　緯８４―５５５５

 土 金 木 水 火 月 日

  6  5  4  3  2  1 

 13 12 11 10  9  8  7

 20 19 18 17 16 15 14

 27 26 25 24 23 22 21

   31 30 29 28

　　　　　　は休館日

５月ごよみ

なかま

（１８）

フラワーアレンジメントの皆さん

代表　中村ひろ子

「
魔
女
の
笑
窪
」

　東京で裏稼業のコンサルタントをする水原。彼
女には、掟破りの島抜けをしたという、誰にも言
えない過去があった。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
沢
在
昌
・
作

　
　
　
　
　
　
ダ
レ
ン
　
シ
ャ
ン
・
作

◇一般書◇児童書
　ファンタジーやヤングアダルト本、児童書で人
気の作家たちが、子どもたちとかつて子どもだっ
た人たちに贈る、ぎっしり詰まった宝箱。笑って
ほっと癒される１２のストーリー

「
今
夜
は
だ
れ
も
眠
れ
な
い
」

フラワーアレンジメント

　
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
は
、

大
小
さ
ま
ざ
ま
な
グ
ラ
ス
、
花
器
、

籐
か
ご
な
ど
に
工
夫
し
て
生
け
ら

れ
ま
す
。
生
け
る
楽
し
み
だ
け
で

な
く
、
先
生
の
指
導
で
コ
サ
ー
ジ
や

ブ
ー
ケ
、
ド
ラ
イ
リ
ー
ス
な
ど
も

作
っ
て
い
ま
す
。

　
１
年
間
の
成
果
を
公
民
館
ま
つ

り
な
ど
で
、
見
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
参
加

し
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

【活動】毎月第３日曜日（午前１０
時～午後１時ごろまで）に中央公
民館で行っています。興味のある
かたはぜひ一度見学にいらしてく
ださい。

「なかま」は町内で活動しているサー

クル・団体を紹介しています。

 □４月より、本５冊（最大）まで貸出となりました
　　（ただし、本とビデオを含む場合は、ビデオ２本まで）

※ビデオより本が好き竃という利用者にはうれしい変更ですね。



Event
Book
News
Information
まなびの掲示板

E tven

（１９）広報めいわ　平成１８年４月１０日

公民館まつり開催

日ごろの学習成果を発表

　１年間の学習成果を発表する「公民館まつり」が３月４日・５日の２

日間、中央公民館で開かれました。

　会場は自主グループや公民館主催講座などの２３団体の会員

２７８人が４６７点の作品を展示。書道、切り絵、俳句、生花、手芸、

絵画、陶芸など１年間を通じて作成してきた力作を会場いっぱい

に展示し、訪れたかたの目を楽しませていました

　また会場では、子ども料理教室の手作りお菓子の販売や、ガー

ルスカウトによるおでんの販売、茶道クラブによるお茶会なども

開かれるなど模擬店のコーナーもあり、訪れた人を楽しませ多く

の人でにぎわっていました。

　そして講堂で行われた芸能発表では、２２団体がカラオケや、

コーラス、舞踊など３８演目を舞台で披露。会場からは多くの拍

手が送られていました。そして正午から行われた芸術鑑賞はイ

ンド文化庁派遣の「マニプリ舞踊」が行われ会場は満席。インドイ

ンパールを州都とするマニプル州の独特の民族舞踊に、観客の

視線は釘付けとなり異文化の舞踊に見入っていました。 インド舞踊団による「マニプリ舞踊」

結
　
果

　
３
月
　
日
、
第
８
回
剣
道
大
会

１２

が
、
社
会
体
育
館
で
開
か
れ
、
明

和
町
か
ら
、
次
の
か
た
が
た
が
入
賞

し
ま
し
た
。

◇
中
学
生
男
子
の
部

　
準
優
勝
　
飯
島
　
雅
也

　
３
　
位
　
篠
原
　
亮
介

◇
高
校
・
一
般
の
部
（
３
段
以
上
）

　
準
優
勝
　
鈴
木
　
淳
平

第
８
回
明
和
町
剣
道
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

飯島さん、篠原さん、鈴木さん

きれいな声が会場にあふれる 作品を見に訪れた人たち子ども料理教室で手作りのお菓子を販売

 第
２
回
協
会
杯
　
　
　
　
 

 グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

優
　
勝
　
斎
藤
光
臣
　
　
　
　
打
５４

準
優
勝
　
新
井
ト
シ
子
　
　
　
打
５６

３
　
位
　
江
原
清
吉
　
　
　
　
打
５７

４月より中央公民館・社会体育館は祝日（月曜日を除く）開館しています。
皆さんのご利用をお待ちしています。〔４月２９日（土）は開館します〕



歯
な

い

よ

健康

福祉

health&welfare

虫

（２０）

早めの対策

■高血圧を自覚したら

い
ろ
い
ろ
な
合
併
症
を
引
き
起
こ
す
原
因

高
血
圧
が
気
に
な
り
だ
し
た
ら

毎
年
、
健
診
を
受
け
て
い
ま
す
か
？
　
健
診
結
果
は
い
か
が
で
し
た
か
？

健
診
で
異
常
を
指
摘
さ
れ
た
か
た
は
も
ち
ろ
ん
、
基
準
値
内
だ
っ
た
か
た
も
安
心
で
き
ま
せ
ん
。
高
血
圧
や
高
脂

血
症
、
糖
尿
病
な
ど
生
活
習
慣
病
は
、
早
め
早
め
の
対
応
が
カ
ギ
を
握
っ
て
い
ま
す
。
自
分
の
状
態
に
あ
わ
せ
た

対
策
を
取
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
今
回
は
、
高
血
圧
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

齊藤 匠未 くん
たくみ

　川 侑希乃 ちゃん
ゆきの

（須賀）（田島）

３
歳
児
健
診
で
虫
歯
の
な
い
子

高
血
圧
は

な
ぜ
い
け
な
い
の
？

　
血
圧
と
は
、
心
臓
が
血
液
を
送

り
出
す
と
き
に
血
管
に
か
か
る
圧

力
の
こ
と
で
す
。

　
血
圧
が
高
い
と
、
常
に
血
管
に

強
い
圧
力
が
か
か
る
た
め
、
血
管

が
痛
ん
だ
り
、
硬
く
な
っ
て
い
き
ま

す
（
動
脈
硬
化
）。
そ
し
て
、
あ
る

日
突
然
耐
え
き
れ
な
く
な
っ
た
血

管
が
詰
ま
っ
た
り
破
れ
た
り
し
て
、

心
筋
梗
塞
や
脳
卒
中
を
引
き
起
こ

し
ま
す
。

　
動
脈
硬
化
の
進
行
は
自
覚
症
状

が
少
な
い
の
で
、
血
圧
が
気
に
な

り
は
じ
め
た
ら
早
め
の
対
策
が
必

要
で
す
。

六川 楓菜 ちゃん
ふうな

松村 貴昭 くん
たかあき

（大輪） （中谷）

意
し
、
食
塩
摂
取
量
　
㌘
未
満
、

１０

高
血
圧
と
い
わ
れ
た
人
は
６
㌘
未

満
に
抑
え
ま
し
ょ
う
。
運
動
に
は
、

血
管
の
柔
軟
性
を
高
め
、
神
経
を

リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
て
血
圧
を
下
げ

る
効
果
が
あ
り
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

な
ど
の
有
酸
素
運
動
が
お
す
す
め

で
す
。
ま
た
、
入
浴
や
音
楽
鑑
賞

で
自
分
な
り
の
リ
ラ
ッ
ク
ス
法
を

見
つ
け
て
ス
ト
レ
ス
解
消
に
努
め

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
そ
こ
で
「
高
血
圧
の
予
防
と
改

善
５
か
条
」
を
紹
介
し
ま
す
。
で

き
る
こ
と
か
ら
実
行
し
ま
し
ょ
う
。

生
活
習
慣
を
改
善
し
ま

し
ょ
う

　
高
血
圧
が
進
行
し
て
し
ま
う
原

因
は
、
遺
伝
や
老
化
に
加
え
て
、

ス
ト
レ
ス
の
蓄
積
や
運
動
不
足
、

食
生
活
の
乱
れ
、
過
度
の
飲
酒
な

ど
、
生
活
習
慣
が
関
係
し
て
い
る

ケ
ー
ス
が
多
い
よ
う
で
す
。

　
血
圧
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
は
、
減

塩
、
運
動
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
法
の
実
践

で
す
。　

　
食
事
で
は
、
し
ょ
う
油
や
み
そ

な
ど
の
調
味
料
の
使
い
す
ぎ
に
注

高血圧の診断と分類
　　　　　　　（日本高血圧学会）



健康や福祉に関することは…

役場保健福祉課

緯84崖3113

（２１）広報めいわ　平成１８年４月１０日

休日当番医

～必ず電話してから受診してください～

保健福祉ガイド

《乳幼児健診》

▼日　時　５月１１日(木)
　　　　　　午後１時～午後２時受付

▼場　所　保健センター

▼対象者　１６年５月、１７年５・７・１０月、１８年１月生
《健康相談》

▼日　時　５月２日(火)
　　　　　　午前９時３０分～午前１０時３０分受付

▼場　所　保健センター

▼対象者　乳幼児・成人

《各種健康診断の追加申し込み》
　５月から、健康診断がはじまります。２月中に希望調査を行
いましたが追加希望等がありましたら、４月中に保健福祉課
までお申し込みください。なお、６５歳以上のかたは、介護予
防事業の対象者把握のため、ぜひ受けてください。詳しい日
程等は、平成１８年度保健事業予定表でご確認ください。
《麻しん風しん混合予防接種実施》
　予防接種法の改正により、４月１日から麻しん風しん混合予
防接種が導入されましたので、該当者は接種を受けてくださ
い。予診票は新しい予診票をお使いください。 
鞄対象者　麻しん、風しんの予防接種を受けていなく、いず
　れもかかっていない子　　　
　第１期・・生後１２～２４か月未満児
　第２期・・５歳以上７歳未満児（小学校就学前の１年間、いわ
　　　　　 ゆる年長児)  　　　　　　　　

館林邑楽全地区館　林
明　和
千代田

期　日
耳鼻科

小児科
内　科

外科内科

害
星野こども
70崖7200

岡田整形
72崖3163

ゆたか医院
72崖7308

害
４月２９日
（土）

川田耳鼻
72崖3314

長谷川ｸﾘﾆｯｸ
80崖3311

海宝病院
74崖0811

橋田内科
72崖0001

館林地区と同じ
４月３０日 
（日）

害
小林内科
88崖8278

新橋病院
75崖3011

落合医院
72崖3160

害
 ５月３日  
（水）

害
さくらｸﾘﾆｯｸ
72崖3855

慶友整形
72崖6000

まりﾚﾃ゙ｨｽ
76崖7775

害
５月４日
（木）

害
たけい小児科
76崖2525

小曽根整形
72崖7707

多々良診療所
72崖3060

害
５月５日
（金）

川村耳鼻
72崖1337

森下内科
73崖7776

川島脳外
75崖5511

記念病院
72崖3155

福田ペイン
84崖1233

５月７日
（日）

今村ｸﾘﾆｯｸ
70崖2221

くぼた小児科
62崖9116

新橋病院
75崖3011

吉田内科
70崖7117

館林地区と同じ
５月14日
（日）

　◇緊急　館林厚生病院　７２崖３１４０　　
　　　　　（内科・外科）
　◇夜間　夜間急病診療所　７３崖２３１３
　　　　　午後７時～１０時(土・日、祝日
　　　　　　を除く)
　　　　　内科・小児科(要電話確認）

歯　科

館林邑楽歯科保健医療センター

７３崖８８１８

午前９時～正午・午後１時～３時

○内科(小児科の診療もできます）・外科の診療時間は、午前９時～午後５時
○耳鼻科の診療時間は、午前９時～午後１時
○救急テレホンサービス(緯７３崖５６９９）：受診可能病院を紹介しています

田村 樹生 くん
たつき

平　 真優 ちゃん
ま　ゆ

（千津井） （中谷）

～高血圧の予防と改善５か条～

相談

お知   
  らせ



（２２）

No,３

地　区　矢島　　星座　おうし座　

血液型　　Ｏ　　趣味　釣り　　　仕事　学生　

　　

好きな映画　　　　　バイオ ハザード２

好きな歌　　　　　　Ｋiss me  Ｇood-Ｂye

好きなアーティスト　アンジェラ・アキ

好きな食べ物　　　　マグロ

心掛けていること　　まじめに取り組む

行ってみたい場所　　シンガポール

休日の過ごし方　　　読書・ゲーム

理想の女性　　　　　温和な人

これからの目標　　　システムアドミニストレーター

町への一言　　　　　図書館の本をもう少し増やし

　　　　　　　　　　てほしい

影山　 裕之 
ひ ろ ゆ き

さん　（２０歳）

３歳６か月　女の子
Ｈ１４年９月１２日生まれ

横尾　 真衣 
ま い

「いよいよ、こども園に入

園だね外お友だちと仲良

く、元気いっぱい楽しい思

い出をたくさん作ろうね」

（パパとママより）

ちゃん

２歳２か月　女の子
Ｈ１６年２月７日生まれ

「おちゃめで、やんちゃ

なわが家のお姫様竃優し

く元気ですてきな女の子

に育ってね」

（パパとママより）

ちゃん上野　 希望 
のぞみ



ぶ

げ

ん

い

Photo Snap　笑顔

（２３）広報めいわ　平成１８年４月１０日

田
芝
支
部

屋
敷
う
ち
自
生
し
た
る
は
甘
夏
の
初
生
り
数

多
い
の
う
ち
溢
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
篠
木
　
よ
し

　古
稀
す
ぎ
て
亡
母
想
ふ
日
の
多
く
な
り
ぬ
堪

え
立
ち
居
し
そ
の
姿
な
ど

                   　
　
　
　
　
　
　
石
村
　
艶
子

二
十
余
羽
の
白
鳥
首
埋
め
寝
入
り
た
り
 薄
氷
 

う
す
ら
ひ

溶
け
ぬ
午
後
の
城
沼

                 　
　
　
　
　
　
　
砂
賀
久
美
子

 家
 並
低
き
冬
雲
の
下
背
を
丸
め
急
げ
る
我
を

やガ
ラ
ス
が
写
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
礒
川
　
千
秋

太
巻
寿
司
ほ
お
ば
り
な
が
ら
の
願
い
事
を
め

い
め
い
に
聞
く
三
歳
の
ひ
孫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
立
川
ツ
ヤ
子

冬
晴
れ
の
つ
づ
け
る
暮
れ
の
庭
先
に
ひ
ろ
げ

て
お
せ
ち
の
黒
豆
を
打
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
村
　
初
枝

　プラスチックのごみ収集もしてください。天候の悪い日などに、

　小さな子どもを連れて保健センターまで、わざわざ捨てにいか

なくても良いように考えていただけませんか。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　          （新里．女性）

　皆さんもご承知のとおりプラスチックのごみ（正確には、プラス

　チック製包装容器と呼び、資源として利用されています）は、現

在、保健センターの車庫を利用して回収しています。この回収されたプ

ラスチック製の容器包装物を資源物として再利用するためにも「回収品が

きれいである」ということが必要です。

　しかし、大変残念なことに、容器包装物以外のプラスチック製品（洗濯

ばさみ、布団ばさみ、歯ブラシなど）や汚れた容器包装物など職員が毎日

手作業で取り除いているような現状です。

　このようなことを考慮したとき、現状では可燃ごみと同様にステー

ションでの回収は非常に難しいことであると考えています。なお、４月

３日から旧役場敷地内で月・水・金・日曜日の週４日、午前９時から午後

１時までプラスチック製容器包装の回収を行っています。今後もご協力

のほどよろしくお願いします。　　　　　　　                       （環境課）



INFORMATION

●町からのお知らせ
●くらし
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（２４）

　
０
円

・
一
泊
ド
ッ
ク
　
３
万
円

◇
申
込
方
法
　
医
療
機
関
で
人
間

ド
ッ
ク
検
診
を
受
け
、
全
額
支

払
っ
て
い
た
だ
い
た
後
、
住
民

課
に
次
の
書
類
を
持
参
し
、
申

請
し
て
く
だ
さ
い

◇
申
請
時
持
参
す
る
物

・
人
間
ド
ッ
ク
検
診
費
の
領
収
書

・
検
診
結
果
報
告
書

・
国
民
健
康
保
険
証

・
印
鑑

・
振
込
口
座
が
確
認
で
き
る
も
の

　（
通
帳
、
郵
便
局
は
除
く
）

【
問
】
住
民
課

　
　
　
　
　
　
　
　
内
線
１
４
４

　
日
本
に
住
む
　
歳
以
上
　
歳
未

２０

６０

満
の
か
た
全
員
が
、
国
民
年
金
に

加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

学
生
で
も
　
歳
に
な
れ
ば
国
民
年

２０

金
に
加
入
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
　
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
た
ら
役

２０
場
住
民
課
で
加
入
手
続
を
し
て
く

だ
さ
い
。
た
だ
し
、
学
生
で
収
入

が
一
定
額
以
下
の
か
た
に
つ
い
て

は
、
申
請
し
承
認
を
受
け
る
こ
と

で
、
学
生
期
間
中
の
保
険
料
の
納

付
が
猶
予
さ
れ
る
「
学
生
納
付
特

例
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

◇
承
認
期
間
　
申
請
月
に
か
か
わ

ら
ず
平
成
　
年
４
月
か
ら
　
年

１８

１９

　
４
月
１
日
か
ら
第
１
子
の
出
産

か
ら
祝
い
金
を
支
給
し
ま
す
。

◇
対
象
　
引
き
続
き
１
年
以
上
町

内
に
住
所
の
あ
る
人
が
平
成
　１８

年
４
月
１
日
以
後
に
出
産
し
た

場
合

◇
支
給
額
　
対
象
児
童
１
人
に
つ

き
、
第
１
子
　
万
円
、
第
２
子

１０

　
万
円
、
第
３
子
以
降
　
万
円

２０

３０

【
問
】
保
健
福
祉
課

　
　
　
　
　
　
　
　
内
線
１
２
４

　
町
で
は
、
国
民
健
康
保
険
に
加

入
し
て
い
る
か
た
の
健
康
管
理
と

疾
病
予
防
を
推
進
す
る
た
め
、
人

間
ド
ッ
ク
検
診
費
の
一
部
を
助
成

し
ま
す
。

　
な
お
、
今
年
か
ら
申
請
方
法
が

変
わ
り
ま
し
た
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。　

◇
医
療
機
関
　
人
間
ド
ッ
ク
を
実

施
し
て
い
る
医
療
機
関
で
あ
れ

　
ば
指
定
し
ま
せ
ん

◇
対
象
　
町
の
国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
る
か
た
で
、
国
保

税
の
滞
納
の
な
い
世
帯
の
か
た

◇
助
成
金
額
　
人
間
ド
ッ
ク
の
検

診
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す

（
上
限
は
次
の
と
お
り
）

・
日
帰
り
ド
ッ
ク
　
１
万
５
０
０

一
人
目
か
ら
出
産
祝
金

を
支
給
し
ま
す

学
生
納
付
特
例
制
度
を

ご
存
じ
で
す
か

人
間
ド
ッ
ク
検
診
費
の

一
部
を
助
成
し
ま
す

３
月
ま
で

※
学
生
証
を
持
参
の
う
え
役
場
住

民
課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
申

請
は
毎
年
必
要
で
す
。

【
問
】
住
民
課

　
　
　
　
　
　
　
　
内
線
１
４
４

　
町
で
は
、
犬
の
登
録
と
狂
犬
病

注
射
を
実
施
し
ま
す
。（
生
後
３

か
月
以
上
の
犬
が
対
象
と
な
り
ま

す
）　

◇
登
録
　
犬
の
生
涯
に
１
回

◇
狂
犬
病
予
防
注
射
　
毎
年
１
回

◇
日
程
　
次
の
と
お
り

◇
料
金
　
録
登
済
み
の
犬
　
３
３

０
０
円
（
注
射
料
・
済
票
交
付

手
数
料
）
　
未
登
録
の
犬
　
６

３
０
０
円
（
登
録
手
数
料
・
注

射
料
・
済
票
交
付
手
数
料
）

【
問
】
環
境
課

　
　
　
　
　
　
　
　
内
線
１
６
２

　
町
で
は
、
飼
い
主
の
望
ま
な
い

犬
猫
の
繁
殖
に
よ
る
野
犬
等
の
発

生
を
抑
制
す
る
た
め
、
避
妊
・
断

種
手
術
に
対
し
て
補
助
を
行
っ
て

い
ま
す
。

◇
対
象
　
登
録
・
注
射
を
受
け
た

犬
と
町
内
で
飼
っ
て
い
る
猫

◇
条
件
　
飼
い
主
が
明
和
町
に
住

所
を
有
し
、
在
住
し
て
い
る

◇
申
込
方
法
　
手
術
前
に
印
鑑
を

持
参
し
環
境
課
へ

◇
補
助
金
　
犬
（
避
妊
１
万
円
、

　
断
種
５
０
０
０
円
）　
　
猫
（
避

妊
８
０
０
０
円
、
断
種
３
０
０

０
円
）

【
問
】
環
境
課

　
　
　
　
　
　
　
　
内
線
１
６
２

犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予

防
注
射
を
お
忘
れ
な
く

犬の登録・狂犬病予防注射日程表

犬
・
猫
の
避
妊
断
種
手

術
に
補
助
金
交
付

　
ポ
イ
捨
て
・

　
　
犬
の
ふ
ん
害
防
止
条
例

（
犬
の
ふ
ん
放
置
３
万
円
以
下
の

過
料
）
清
潔
で
美
し
い
ま
ち
づ
く

り
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。



くらしの情報

（２５）広報めいわ　平成１８年４月１０日

　
児
童
虐
待
は
子
ど
も
に
対
す

る
重
大
な
権
利
侵
害
で
す
。

　
あ
な
た
の
ま
わ
り
で
、
叩
く

音
や
子
ど
も
の
叫
び
声
、
不
自

然
な
泣
き
声
が
聞
こ
え
る
な
ど

あ
り
ま
せ
ん
か
。
ま
わ
り
の
私

た
ち
が
気
づ
く
こ
と
、
知
ら
せ

る
こ
と
で
子
ど
も
を
救
え
ま
す
。

あ
な
た
の
行
動
が
、
子
ど
も
を

虐
待
か
ら
守
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
第
一
歩
で
す
。

子
ど
も
を
虐
待
か
ら
守
る
た
め

の
「
５
か
条
」

臼
「
お
か
し
い
」
と
感
じ
た
ら

迷
わ
ず
連
絡
（
通
告
）
を

渦
「
し
つ
け
の
つ
も
り
・
・
・
」

は
言
い
訳
。
子
ど
も
の
立
場

で
判
断

嘘
ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
な
い
。

あ
な
た
に
で
き
る
こ
と
か
ら

行
動
を

唄
親
の
立
場
よ
り
子
ど
も
の
立

場
。
子
ど
も
の
命
が
最
優
先

欝
虐
待
は
あ
な
た
の
ま
わ
り
で

も
起
こ
り
え
る

児
童
虐
待
と
は

　
身
体
的
虐
待
、
性
的
虐
待
、

ネ
グ
レ
ク
ト
（
食
事
を
与
え
な

い
等
）、
心
理
的
虐
待
な
ど
で

す
。

虐
待
の
連
絡
（
通
告
）
は

　
子
ど
も
を
守
る
こ
と
が
最
優

先
で
す
の
で
、
守
秘
義
務
違
反

に
問
わ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
連
絡
し
た
か
た
が

特
定
さ
れ
な
い
よ
う
に
秘
密
は

守
ら
れ
ま
す
。

連
絡
（
通
告
）
し
た
あ
と
は

　
児
童
虐
待
の
相
談
を
受
け
た

相
談
機
関
は
、
各
関
係
機
関
と

連
携
し
て
チ
ー
ム
を
つ
く
り
、

情
報
収
集
や
親
子
の
援
助
を
行

い
ま
す
。
危
険
が
大
き
い
と
き

は
、
児
童
相
談
所
で
子
ど
も
を

一
時
保
護
し
た
り
、
子
ど
も
を

施
設
に
入
所
さ
せ
た
り
し
ま
す
。

　
し
か
し
、
施
設
入
所
は
虐
待

へ
の
対
応
の
「
終
わ
り
」
で
は

な
く
「
始
ま
り
」
で
す
。
そ
の

後
も
、
各
関
係
機
関
が
そ
れ
ぞ

れ
の
役
割
を
担
い
な
が
ら
、
親

子
の
支
援
と
見
守
り
を
続
け
ま

す
。

【
連
絡
先
（
通
告
）】

保
健
福
祉
課
 

　
　
　
　
　
　
緯
　
３
１
１
３

（８４）

県
保
健
福
祉
事
務
所
 

　
　
　
　
　
　
緯
　
３
２
３
０

（７２）

県
東
部
児
童
相
談
所
 

　
　
　
　
　
　
緯
　
３
７
２
１

（３１）

み
ん
な
で
守
ろ
う
　

　
　
　
　
地
域
の
子
ど
も
た
ち

　
こ
ど
も
の
日
を
記
念
し
て
海
洋

セ
ン
タ
ー
を
無
料
開
放
し
ま
す
。

◇
期
日
　
５
月
５
日
　
　
 

（金）

◇
対
象
者
　
中
学
生
以
下
の
か
た

◇
開
放
時
間
　
▼
午
前
　
時
～
正

１０

午
　
▼
午
後
１
時
～
午
後
４
時

　
▼
午
後
５
時
～
午
後
９
時
　

【
問
】
海
洋
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
緯
　
５
５
１
１

（８４）

　
　
　
　

　
平
成
　
・
　

年
度
の
競
争
入
札

１８

１９

参
加
資
格
電
子
申
請
を
随
時
に
受

け
付
し
ま
す
。

◇
対
象
　
建
設
工
事
、
建
設
コ
ン

サ
ル
、
物
品
・
役
務

◇
受
付
日
　
４
月
３
日
　
～
   

（月）

◇
受
付
時
間
　
 午
前
９
時
～
午

後
５
時
（
土
・
日
・
祝
日
・
年

末
年
始
お
よ
び
シ
ス
テ
ム
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
日
は
除
く
）

◇
申
請
方
法
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
「
ぐ
ん
ま
電
子
入
札
共
同
シ

ス
テ
ム
」
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

か
ら
電
子
申
請
を
行
っ
て
く
だ

さ
い

◇
ア
ド
レ
ス
　h

ttp
s://p
o
rta
l.g
-

eb
id
.e-g
u
n
m
a
.lg
.jp

【
問
】
総
務
課

　
　
　
　
　
　
　
　
内
線
２
１
３

　
食
育
の
無
料
講
演
会
「
生
活
習

慣
と
学
業
成
績
・
体
力
・
健
康
と

の
関
連
」
を
開
催
し
ま
す
。

◇
日
時
　
５
月
　
日
　
　
午
後
３

１７

（水）

時
～
午
後
４
時
　
分
３０

◇
場
所
　
三
の
丸
芸
術
ホ
ー
ル

◇
講
師
　
小
澤
治
夫
さ
ん

◇
参
加
費
　
無
料

【
問
】
館
林
邑
楽
歯
科
医
師
会

　
　
　
　
　
　
　
緯
　
８
８
１
８

（７３）

◇
期
日
　
５
月
　
日
　
　

１２

（金）

◇
時
間
と
場
所
　
▼
午
前
　
時
～

１０

正
午
　
館
林
市
農
協
千
江
田
支

所
　
▼
午
後
１
時
～
午
後
３
時

館
林
市
農
協
佐
貫
支
所

◇
検
査
対
象
計
量
器
　
商
店
や
学

校
、
薬
局
、
農
家
等
が
庭
先
取

引
等
に
使
用
す
る
は
か
り

【
注
意
事
項
】

　「
は
か
り
」
は
、
掃
除
し
検
査
が

ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
状
態
で
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。
県
手
数
料
条
例

に
基
づ
く
手
数
料
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
計
量
士
に
よ
り
検
査
を
受

け
る
方
法
も
あ
り
ま
す
。

【
問
】
県
計
量
検
定
所

　
緯
０
２
７（
２
６
３
）３
１
４
２

　【
入
漁
証
行
使
料
金
（
税
込
み
）】

◇
全
魚
券
　
４
５
０
０
円
（
コ
ロ

ガ
シ
、
友
釣
、
ド
ブ
釣
、
流
し
、

釣
）

◇
投
網
券
　
６
７
０
０
円
（
コ
ロ

ガ
シ
、
投
網
、
流
し
）

【
該
当
河
川
】

　
利
根
川
本
支
流
、
滝
川
、
広
瀬

川
、
粕
川
、
蛇
川
、
石
田
川
等

※
入
漁
証
購
入
希
望
者
の
か
た
は
、

経
済
課
へ

【
問
】
経
済
課

　
　
　
　
　
　
　
　
内
線
１
５
３

海
洋
セ
ン
タ
ー
を
無
料

開
放
し
ま
す

競
争
入
札
参
加
資
格
電

子
申
請
を
随
時
受
付

入札結果
【工事名】　
　明和町公共下水道事業　
　枝線管 渠 築造工事

きょ

　　　　　　（１７ー１－８工区）

【契約業者】　

　斎藤建設工業（株）

【契約金額】　
　２，０００，０００円（消費税抜き）

計
量
器
の
定
期
検
査
が

実
施
さ
れ
て
い
ま
す

入
漁
証
行
使
料
金
が
決

ま
り
ま
し
た

食
育
の
無
料
講
演
会
を

開
催
し
ま
す



（２６）

　
町
で
は
、
次
の
と
お
り
臨
時
職

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◇
職
種
　
小
学
校
補
助
教
諭

◇
採
用
人
数
　
２
人

◇
応
募
資
格
　
　
歳
未
満
で
、
学

６０

校
の
教
員
免
許
取
得
者

◇
職
務
内
容
　
児
童
の
教
育
補
助

◇
選
考
方
法
　
書
類
選
考
、
面
接

等
◇
提
出
書
類
　
履
歴
書
（
市
販
の

も
の
）

◇
受
付
期
限
　
４
月
　
日
　

２４

（月）

◇
申
し
込
み
　
役
場
総
務
課

【
問
】
総
務
課

　
　
　
　
　
　
　
　
内
線
２
１
２

　
　
　

　
プ
ー
ル
の
中
で
歩
い
た
り
踊
っ

た
り
し
て
、
楽
し
く
健
康
づ
く
り

を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◇
期
日
　
５
月
　
日
　
　

２１

（日）

◇
時
間
　
午
前
　
～
正
午

１０

◇
募
集
人
数
　
　
人
５０

◇
対
象
者
　
成
人
男
女

◇
内
容
　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
等

◇
参
加
費
　
無
料

◇
募
集
期
間
　
５
月
６
日
　
～
　

（土）

１８

日
　
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め

（木）
切
り
ま
す
）

【
問
】
海
洋
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
緯
　
５
５
１
１

（８４）

　
　

【
危
険
物
取
扱
者
試
験
準
備
講
習

会
】

◇
日
時
　
６
月
２
日
　
　
午
前
９

（金）

時
～

◇
場
所
　
館
林
市
郷
谷
公
民
館

◇
受
講
料
　
８
３
０
０
円
（
テ
キ

ス
ト
、
例
題
集
代
含
む
）

【
危
険
物
取
扱
者
試
験
（
甲
種
・
乙

種
・
丙
種
）】

◇
日
時
　
６
月
　
日
　
　
午
前
９

２５

（日）

時
～

◇
場
所
　
太
田
市
関
東
学
園
大
学

他
◇
受
験
料
　
甲
種
５
０
０
０
円
、

乙
種
３
４
０
０
円
、
丙
種
２
７

０
０
円

◇
受
付
期
間
　
５
月
８
日
　
～
　

（月）

１７

日
　（水）

◇
受
付
場
所
　
館
林
消
防
本
部
予

防
課
保
安
係
ま
た
は
、
明
和
分

署

【
問
】
明
和
分
署

　
　
　
　
　
　
　
緯
　
３
１
３
１

（８４）

　
　
　
　
　
　
　
　

戸
籍
の
窓

奈
良
原
 碧
人
 （
篤
・
千
穂
／
田
島
）

あ

お

と

篠
木
 凛
音
 （
真
史
・
美
幸
／
大
佐
貫
）

り

ん

篠
原
 光
希
 （
喜
亮
・
友
美
／
中
谷
）

み

つ

き

奥
澤
 瑠
巳
 （
健
司
・
恵
美
子
／
江
口
）

る
い

掛
札
 康
生
 （
亨
・
か
お
る
／
江
口
）

こ

う

き

蓮
見
 匠
真
 （
浩
之
・
千
恵
／
南
大
島
）

た

く

ま

鯉
沼
は
る
な
（
寛
之
・
輝
子
／
新
里
）

柿
沼
 日
菜
多
 （
秀
和
・
裕
美
／
江
口
）

ひ

な

た

関
根
 碧
彩
 （
邦
至
・
真
由
香
／
新
里
）

あ

お

い

中
島
　
 樹
 （
豪
・
美
香
／
大
佐
貫
）

み
き
と

こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん

お
悔
や
み
申
し
あ
げ
ま
す

田
口
た
み
　
　
　
　
大
　
輪
　
文
雄

９１

清
水
昭
三
　
　
　
　
中
　
谷
　
照
男

７７

本
澤
靜
江
　
　
　
　
南
大
島
　
寒
次

８４

奈
良
正
枝
　
　
　
　
田
　
島
　
正
己

７０

大
谷
芳
枝
　
　
　
　
中
　
谷
　
り
き

７９

関
口
茂
男
　
　
　
　
梅
　
原
　
武
美

７１

田
口
し
づ
子
　
　
　
須
　
賀
　
之
万

８６

役
場
臨
時
職
員
募
集

成
人
ア
ク
ア
健
康
ま
つ

り
参
加
者
募
集

危
険
物
取
扱
者
試
験

・軽自動車税

納期限＝５月１日(月)

・水道料金

納期限＝４月２８日(金)

今月の納税

　
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館
開
館
　
周
年
記
念

１０

　「
福
祉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・

　
　
　
公
開
す
こ
や
か
長
寿
」
公
開
録
画

　
観
覧
ご
希
望
の
か
た
は
、
次
の

と
お
り
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◇
日
時
　
６
月
３
日
　
　
▼
開
場

（土）

午
後
１
時
　
▼
開
演
　
午
後
１

時
　
分
　
▼
終
了
予
定
　
午
後

３０
３
時
　
分
５０

第
１
部
　
公
開
録
画

◇
時
間
　
午
後
１
時
　
分
～
午
後

３０

２
時
　
分
　

４０

◇
テ
ー
マ
　
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
保

つ
～
太
極
拳
の
動
き
に
学
ぶ
～

◇
出
演
者
　
 揚
　
慧
 さ
ん

よ
う
　
　
け
い

◇
ゲ
ス
ト
　
藤
田
弓
子
さ
ん

第
２
部
　
講
演
会

◇
時
間
　
午
後
２
時
　
分
～
午
後

５０

３
時
　
分
　

５０

◇
テ
ー
マ
　
い
つ
も
何
か
に
と
き

め
い
て
い
よ
う

◇
講
師
　
藤
田
弓
子
さ
ん
　

◇
申
し
込
み
　
郵
便
往
復
は
が
き

　
で
往
信
裏
面
と
返
信
表
面
に
郵

便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
電
話

番
号
記
入
の
う
え
、
〒
３
７
０

　
倆
０
７
０
１
　
邑
楽
郡
明
和
町

南
大
島
１
０
７
３
倆
１
　
明
和

町
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館
「
公

開
す
こ
や
か
長
寿
」
係
ま
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
応
募
多

数
の
場
合
は
、
抽
選
で
入
場
整

理
券
（
１
枚
に
つ
き
２
名
様
）

を
送
付

◇
申
込
期
限
　
５
月
　
日
　

１２

（金）

※
ご
応
募
の
際
い
た
だ
い
た
情
報

は
、
抽
選
結
果
の
ご
連
絡
の
ほ
か
、

受
信
料
の
お
願
い
に
使
用
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

【
問
】
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館

　
　
　
　
　
　
　
緯
　
５
５
５
５

（８４）



くらしの情報

（２７）広報めいわ　平成１８年４月１０日

「
造
園
科
」
受
講
生
の

募
集

【
採
用
お
よ
び
受
験
資
格
】　

◇
一
般
・
技
術
幹
部
候
補
生
　
日

本
国
籍
の
あ
る
か
た
で
、　

歳
２０

以
上
　
歳
未
満
（
　
歳
未
満
の

２６

２２

か
た
は
大
卒
（
見
込
含
））
た
だ

し
、
大
学
院
修
士
学
位
取
得
者

（
見
込
含
）
は
　
歳
未
満

２８

【
歯
科
・
薬
剤
科
幹
部
候
補
生
】

◇
歯
科
　
日
本
国
籍
の
あ
る
か
た

で
、
専
門
の
大
卒
（
見
込
含
）

で
　
歳
以
上
　
歳
未
満

２０

３０

◇
薬
剤
師
　
日
本
国
籍
の
あ
る
か

た
で
、
専
門
の
大
卒
（
見
込
含
）

で
　
歳
以
上
　
歳
未
満
（
薬
学

２０

２６

修
士
学
位
取
得
者
は
　
歳
未
満

２８

（
見
込
含
））

◇
受
付
期
間
　
５
月
　
日
　
ま
で

１２

(金)

◇
試
験
期
日
　
５
月
　
日
　
、　

２０

（土）

２１

日
　
（
　
日
は
パ
イ
ロ
ッ
ト
希

（日）

２１

望
者
の
み
）

◇
場
所
　
前
橋
市
を
予
定

【
問
】
自
衛
隊
群
馬
地
方
連
絡
部

　
　
　
　
　
　
　
緯
　
５
５
６
３

（４５）

　
　
　
　
　
　
　
　

◇
訓
練
内
容
　
庭
木
の
植
栽
・
 剪
 

せ
ん

定
等
の
知
識
技
能
を
習
得

◇
応
募
資
格
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

（
公
共
職
業
安
定
所
）に
求
職
の

申
し
込
み
を
さ
れ
て
い
る
か
た

で
、
造
園
技
能
を
習
得
し
就
職

を
希
望
さ
れ
る
か
た

◇
募
集
人
数
　
　
人
１３

◇
訓
練
期
間
　
５
月
初
旬
か
ら
６

か
月
間

◇
訓
練
の
場
所
　
館
林
市
お
よ
び

そ
の
周
辺

◇
受
講
料
　
無
料
（
た
だ
し
、
教

科
書
・
作
業
着
等
２
万
５
０
０

０
円
程
度
は
自
己
負
担
）

◇
募
集
期
間
　
４
月
　
日
　
ま
で

２１

（金）

◇
選
考
試
験
日
　
４
月
　
日
　

２５

（火）

◇
選
考
方
法
　
筆
記
試
験（
国
語
・

数
学
）、
作
文
、
面
接

◇
場
所
　
太
田
産
業
技
術
専
門
校

◇
申
し
込
み
　
職
業
相
談
の
う
え
、

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ

※
応
募
者
数
が
少
な
い
場
合
は
、

実
施
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

【
問
】県
立
太
田
産
業
技
術
専
門
校

　
　
　
　
　
　
　
緯
　
１
７
７
６

（３１）

　
不
登
校
な
ど
、
同
じ
悩
み
の
友

だ
ち
と
キ
ャ
ン
プ
で
交
流
を
深
め

て
み
ま
せ
ん
か
。

◇
期
日
　
６
月
～
　
月
の
　
日
間

１０

１０

◇
場
所
　
東
毛
少
年
自
然
の
家
お

よ
び
周
辺
の
キ
ャ
ン
プ

◇
対
象
　
不
登
校
で
引
き
こ
も
り

が
ち
な
小
・
中
学
生

◇
定
員
　
　
人
２０

◇
参
加
費
　
食
費
等
の
実
費
（
　１０

日
間
す
べ
て
出
席
で
９
６
０
０

円
）　

◇
申
込
期
間
　
５
月
　
日
　
～
６

１０

（水）

月
９
日
　（金）

【
問
】
県
立
東
毛
少
年
自
然
の
家

　
　
　
緯
０
２
７
７
　
５
６
６
６

（７８）

　
　
　
　
　
　
　
　

定
期
相
談

町
の
無
料
法
律
相
談
　

　
◇
日
時
　
５
月
　

日
　
　
午

１０

（水）

前
　
時
～
正
午
　
◇
場
所
　

１０
役
場
委
員
会
室
　
◇
対
象
者

明
和
町
民
　
◇
担
当
　
丸
山

弁
護
士
　
◇
受
付
期
間
　
５

月
１
日
～
８
日
ま
で
総
務
課

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
（
予

約
制
）

人
権
・
行
政
・
心
配
ご
と
相
談

　
◇
日
時
　
５
月
　

日
　
　
午

１５

（月）

前
　
時
～
午
後
３
時
受
付
　

１０
◇
場
所
　
役
場
会
議
室
　

年
金
相
談
　

　
◇
日
時
　
５
月
　

日
　
　
午

１８

（木）

前
　
時
～
午
後
３
時
　
◇
場

１０
所
　
館
林
市
役
所

交
通
事
故
相
談

　
◇
日
時
　
５
月
　
日
・
　
日
　

１２

１９

（金）

　
午
前
　
時
～
午
後
４
時
　

１０

◇
場
所
　
太
田
市
役
所

３月の救急車　　
　　出動回数
士急病……………１８件
士交通事故……… ５件
士その他………… ９件
士合計……………３２件

自
衛
隊
幹
部
候
補
生
の

募
集

スポーツ少年団団員募集

　各スポーツ少年団では、団員を随時募集してい

ます。詳しくは、各スポーツ少年団の代表者また

は、社会体育館へお問い合わせください。　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）

【問】社会体育館　　　　　　　　緯（８４）４６２６

河川愛護モニターの募集
◇モニター期間　平成１８年７月１日～２０年
６月３０日（２年間）

◇モニターをする河川　利根川
◇応募資格　利根川付近に住む２０歳以上のか
た
◇募集期間　５月２６日（金）
【問】国土交通省利根川上流河川事務所
　　　　　　　　　　　緯０４８（５６３）１９９２

ぐ
ん
ま
い
き
い
き
千
ャ

レ
ン
ジ
の
参
加
者
募
集



（２８）

編
　
集
　
後
　
記

　
春
は
出
会
い
と
別
れ
の
季
節
で
す

期
待
に
夢
ふ
く
ら
ま
せ
新
生
活
を
は

じ
め
る
ひ
と
や
慣
れ
親
し
ん
だ
友
と

別
れ
る
人
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

私
も
広
報
係
に
な
っ
て
ア
ッ
と
い
う

間
に
１
年
が
経
ち
ま
し
た
。
今
後
も

広
報
紙
を
通
じ
て
皆
さ
ん
と
町
を
つ

な
ぐ
広
報
紙
を
作
り
ま
す
。
憶
　
�

　
今
月
か
ら
毎
週
月
曜
日
は
役
場
庁

舎
内
全
課
の
窓
口
業
務
が
２
時
間
延

長
に
な
り
ま
し
た
。
便
利
に
な
り
ま

し
た
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
卸

　
最
近
、
食
卓
か
ら
季
節
感
が
薄
れ

つ
つ
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

一
度
外
に
出
れ
ば
、
ま
だ
ま
だ
季
節

を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
活
動
し
や
す
く
な
る
春
。
外
に
出

て
、
春
を
体
感
し
て
み
て
は
い
か
が

で
す
か
。
加
　

「暑さ寒さも彼岸まで」と言い伝えられている名句がある。このころになると、猫の目のように変わ

る天候に、人間さままで目を白黒させながら、浮き浮きとした日々を送るようになる。町角では卒

業式に向かう親子の姿が目に映る。まもなく開花宣言が報道されると、さくら前線の北上である。

ふるさと公園をあいだに、東西に延びるさくら並木にも開花を観る。さくらの下ではパターゴルフ

を楽しむお年寄りが、丘の上では春休みを楽しむ子どもたちの声が、明和町の空にこだまする。４

月ともなると入学式である。子どもたちの前途を祝福する櫻の花も、春を謳歌するがごとく、咲き

誇るのである。今年も、群馬県で「もっとも住み良い町」であるように皆で頑張りたいものである。

写真・文　山平　薫

■発行／群馬県明和町役場　〒３７０崖０７９５　群馬県邑楽郡明和町新里２５０番地１　■編集　企画課広報係
始０２７６(８４)３１１１　姉０２７６(８４)３１１４　■URL　http://www.town.meiwa.gunma.jp　■Eメール　info@town.meiwa.gunma.jp

自然を
たずねて

●広報めいわは、自然保護のため再生紙と大豆油インキを使用し作成しています。

春の訪れ




